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まえがき 

本財団は、昭和26年のモーターボート競走法制定から20周年を記念し、昭和46（1971）年5月1日に

名称を「財団法人 競艇記念 日本顕彰会」として設立しました。 

初代会長は、故笹川良一氏が就任され「よりよき社会を建設し、明るい日本の未来をひらくことは、

私達のひとしく希求するところであります。これを達成することは、国民一人一人の努力にまつべき

ものであることは、言うまでもないのでありますが、なかでも一生を環境の厳しい職場に捧げた人、

自らの危難を顧みず海難その他の事故や災害の救難にあたった人、人間の幸福のためきわめて有益な

発明をした人など犠牲的精神、努力、創意工夫して専心社会に尽くした人々の功績は誠にはかり知れ

ないものがあります。これらの人々に感謝の意を表わし、その功労に報いることはわれわれ国民とし

て当然なさねばならないと信ずるものであります。」と設立の趣旨について語られ、社会貢献者の顕

彰とその事業を後援する民間で全国規模の顕彰（表彰）事業を行なう財団として事業を開始しました。 

この年から現在に至るまで、本財団は社会貢献者の表彰を例年実施しております。 

この間平成13年の設立31周年を機に、名称を「社会貢献支援財団」に変更。表彰制度（内容）も

平成11年度の大幅な改正をはじめ種々の改正を経て人命救助、社会貢献、特定分野（海の貢献）の功

績を対象に表彰する現行の制度に至っています。 

このようななかで、平成20年に公益法人制度改革が実施され、公益を目的とする法人が「公益法人」

として法人格を取得するためには、改めて公益法人認定法による認定を受けなければならないところ

となり、そのため新たな公益法人の認定取得に向け手順を進め、本財団設立40周年を迎えます平成

22年8月31日に内閣府より公益財団法人 社会貢献支援財団の認定を取得する運びとなりました。 

これも偏に日本財団はじめ関係者の皆様のご理解とご協力により事業を継続し、11,800件を越える

方々を表彰させていただいた結果であろうと思うところでございます。 

世の中は景気が後退するなかで、著しい人口の高齢化、自殺者の増加、不登校児や児童虐待の増加、

地域コミュニティーの崩壊等の問題を抱え国や行政の目が行き届かない分野においてボランティアの

活動の果たす役割も一層大きくなり、その活動に対する表彰事業の重要性も増しております。 

ここに「社会貢献者表彰40年（40回）のあゆみ」をまとめさせていただき、皆様に深い敬意と感謝

を表し、さらなる発展を祈念するとともに新たな公益財団法人の目的を達成するために一層努力して

まいりたいと思うところでございます。 

社会貢献者表彰の40年のあゆみといたしまして、「平成22年度の社会貢献者表彰の記録」に「絆を

守った人々への感謝の40年・社会貢献支援財団の表彰を振り返って」そして「白神の森をまもる（漫

画）」に「社会貢献者表彰40年の記録」（資料）を加えまして特別号といたしました。 

「絆を守った人々への感謝の40年・社会貢献支援財団の表彰を振り返って」は、夫々の時代と受賞

者の活動につきまして、本財団評議員で大正大学客員教授の中島健一郎氏により執筆いただき、「白

神の森をまもる」は、本記録集を都道府県の図書館等へお届けするところから、より多くの読者に善

行が広がりますように、同じく本財団評議員で漫画家のさかもと未明氏によりまして、平成19年度

受賞者の永井雄人（ながいかつと）氏の世界自然遺産である白神の森を守る活動を漫画化させていた

だきました。 

ご一読いただきまして、忌憚のないご意見を頂戴できれば幸いに存じます。 

今後とも本財団へのご指導、ご鞭撻を賜わりますようよろしくお願い申し上げます。 

 

公益財団法人 社会貢献支援財団 
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社会貢献者表彰40年のあゆみの発刊にあたって 
　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 社会貢献支援財団 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  会長　日下　公人 
 
社会貢献支援財団は今年から新しく生まれ変わって、これからの日本のため、これからの
日本人のためになる新しい活動をしようと思う。 
官にも民にもできないことをしようと思う。日本と世界は混迷の渕に沈んでいて、今は善
行とは何か、悪行とは何かについても根本から考え直さねばならないときだと思うので、勇
気を出して新しい道へ進みたいと思う。 
これは私個人が日頃から考えていることで、これから行うことの当否は自分にも分からな
いが、幸いこの財団の歴史は古く関係者は多い。善意に満ち、善行に生涯をささげたたくさ
んの先輩各位のご指導とご賛成を得つつ、新しい道の模索に当財団は勇気をもって挑戦したい。 
だが、社会貢献とは何かを具体的に考えることは意外にむつかしい。時々刻々と時代は変
わり、社会は変わるから社会貢献の内容も変わる。根底にある善意に変わりはないとする考
えもあるが、国際交流が深まると善意にもいろいろあることが分かるのでそれが混迷を招い
ている。その混迷の中から何かを選びとって表彰するのは、自分自身の立場や価値観を全面
的に表明することだから、それは信念と勇気がある人にだけできることである。 
信念不足、勇気不足の人がする表彰は官がしても民がしても個人がしても、とかく大勢順
応的、形式的かまたは単に流行にのったものになり易いが、それでは表彰された人にも世間
にも湧き上がる感動がなく、人々の意識向上や社会の進歩に貢献する効果もない。 
社会貢献とは何か、についてこんな悩みをもっている人はたくさんいると思うが、その悩
みはあまり表面に出ることはなく、表面は自明のこととして毎年毎年各方面で表彰や支援が
行われている。 
幸い、当財団の中島健一郎評議員は、同じ気持ちを共有して下さって、長文の原稿を寄せ
てくださったので、勇気百倍の思いで感謝と共にこの文を書いている。 
まず日本で進行中の大きな変化を考えてみよう。 
その一は、個人主義からの脱却である。家族主義や地域社会の連帯や職場での協力の喜び
などへの方向転換が感じられる。それは人と人の絆を求める動きである。その動きを先導す
る人や活動が尊敬を集めている。 
その二は、理性偏重からの脱却である。大学の権威に頼らずまず現場にでる。理屈は言わ
ないで現実をみて自分で考え自分が実行する。知より意、意より情の日本がもどってきた。
新しい日本をつくるのはそういう人達である。 
その三は、外国崇拝からの脱却である。アメリカでは. . . とか、イギリスでは. . . と欧米を先
師と仰ぐ人は出羽守と呼ばれて急速に国民からの信望を失っているし、外国の方が日本の価
値に目を向けはじめている。そうした新しいことへの価値判断に自主性がなくては、人々か
ら信用されない時代が到来している。自主的判断は、とかく孤立するがそれを恐れてはなら
ない。国民も同感なら同感だと支持を表明しなくては新しい時代はやってこない。 
その四は、官尊民卑からの本格的な脱却である。今や官は道徳的信用を失い、先見の明を

示すことはなく、その上財政は大赤字になったから、最早官に有難味はない。国民はそれぞ
れ自分の力で生きてゆくことになるが、それは多くの場合、官益や官の面子と衝突している。
国民の目から見ての善行が官の論理では悪行とされ、学者やマスコミもそれに従う現象があ
るが、今年はそれも限界に達することだろう。これからは国民が自らの良識によって善悪を
選び、社会貢献活動を展開するようになるだろう。 
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社会貢献者表彰40年のあゆみの発刊にあたって 
　　　　　　　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公益財団法人 社会貢献支援財団 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  会長　日下　公人 
 
社会貢献支援財団は今年から新しく生まれ変わって、これからの日本のため、これからの

日本人のためになる新しい活動をしようと思う。 
官にも民にもできないことをしようと思う。日本と世界は混迷の渕に沈んでいて、今は善

行とは何か、悪行とは何かについても根本から考え直さねばならないときだと思うので、勇
気を出して新しい道へ進みたいと思う。 
これは私個人が日頃から考えていることで、これから行うことの当否は自分にも分からな

いが、幸いこの財団の歴史は古く関係者は多い。善意に満ち、善行に生涯をささげたたくさ
んの先輩各位のご指導とご賛成を得つつ、新しい道の模索に当財団は勇気をもって挑戦したい。 
だが、社会貢献とは何かを具体的に考えることは意外にむつかしい。時々刻々と時代は変

わり、社会は変わるから社会貢献の内容も変わる。根底にある善意に変わりはないとする考
えもあるが、国際交流が深まると善意にもいろいろあることが分かるのでそれが混迷を招い
ている。その混迷の中から何かを選びとって表彰するのは、自分自身の立場や価値観を全面
的に表明することだから、それは信念と勇気がある人にだけできることである。 
信念不足、勇気不足の人がする表彰は官がしても民がしても個人がしても、とかく大勢順

応的、形式的かまたは単に流行にのったものになり易いが、それでは表彰された人にも世間
にも湧き上がる感動がなく、人々の意識向上や社会の進歩に貢献する効果もない。 
社会貢献とは何か、についてこんな悩みをもっている人はたくさんいると思うが、その悩

みはあまり表面に出ることはなく、表面は自明のこととして毎年毎年各方面で表彰や支援が
行われている。 
幸い、当財団の中島健一郎評議員は、同じ気持ちを共有して下さって、長文の原稿を寄せ

てくださったので、勇気百倍の思いで感謝と共にこの文を書いている。 
まず日本で進行中の大きな変化を考えてみよう。 
その一は、個人主義からの脱却である。家族主義や地域社会の連帯や職場での協力の喜び

などへの方向転換が感じられる。それは人と人の絆を求める動きである。その動きを先導す
る人や活動が尊敬を集めている。 
その二は、理性偏重からの脱却である。大学の権威に頼らずまず現場にでる。理屈は言わ

ないで現実をみて自分で考え自分が実行する。知より意、意より情の日本がもどってきた。
新しい日本をつくるのはそういう人達である。 
その三は、外国崇拝からの脱却である。アメリカでは. . . とか、イギリスでは. . . と欧米を先
師と仰ぐ人は出羽守と呼ばれて急速に国民からの信望を失っているし、外国の方が日本の価
値に目を向けはじめている。そうした新しいことへの価値判断に自主性がなくては、人々か
ら信用されない時代が到来している。自主的判断は、とかく孤立するがそれを恐れてはなら
ない。国民も同感なら同感だと支持を表明しなくては新しい時代はやってこない。 
その四は、官尊民卑からの本格的な脱却である。今や官は道徳的信用を失い、先見の明を

示すことはなく、その上財政は大赤字になったから、最早官に有難味はない。国民はそれぞ
れ自分の力で生きてゆくことになるが、それは多くの場合、官益や官の面子と衝突している。
国民の目から見ての善行が官の論理では悪行とされ、学者やマスコミもそれに従う現象があ
るが、今年はそれも限界に達することだろう。これからは国民が自らの良識によって善悪を
選び、社会貢献活動を展開するようになるだろう。 

その五は、これまで美徳とされたことからの脱却である。「行きすぎた国際親善」、「現実無
視の平和主義」、「実行不可能の弱者保護」、「�望みの経済発展」、「我身をほろぼすまでの進
歩向上崇拝や努力精進の礼讃」などはイデオロギッシュに過ぎるとして昔日の輝きを失いつ
つある。 
以上はほんの一例で、こうした時代の転換に際してわれわれ財団は、新しい価値は何かを

考え、模索し、先行している人々に学び、そして自らが考えた新しい美徳を表彰（ホントは
感謝）という行為によって世に提示してゆきたいと考える。 
それはわれわれ自らが日本の精神を、心の底から掘り出してみることではないだろうか。 
その発掘力を英語では、セレンディピティという。ノーベル賞の世界では、偶然だらけに

見える現実の中から珠玉の必然性を発掘した人を表彰して、“あなたにはセレンディピティが
ある”というが、私達にもそれが求められる。 
特に日本にはセレンディピティがある人がたくさんいて、世のため、人のためになるよい

ことを自ら思いつき、自ら実行している。 
“日本はいい国だ” 
“われわれは幸せだ” 
“日本は世界の模範だ” 
“世界のためにこれをつづけよう” 
と思う。 
世界はこれから大きく変わると思う。 
オバマ大統領は日本を来訪され、天皇・皇后両陛下に日本人が見ても驚くほどに深々と頭

を下げて最敬礼をした。 
日本がこれまで世界に対して良いことをたくさんしてきたことを、オバマ大統領は、身をもっ

て知っているのだと思う。 
我々も知らねばならない。そして何か新しいことをしようではありませんか。 
皆さん！ 
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た
の
だ
っ
た
。 

社
会
は
様
々
な
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
け

し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
家
族
、
会
社
、
サ
ー
ク
ル

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
そ
れ
に
自
治
体
や
政
府
と
い
っ
た
様
々
な
単
位
や
仕

組
み
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。「
人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い

う
が
、「
人
」
と
い
う
文
字
は
支
え
合
っ
て
い
る
様
の
図
柄
の
イ
メ
ー
ジ
な

の
だ
。 

過
去
４
０
年
間
、
社
会
貢
献
支
援
財
団
が
表
彰
し
て
き
た
１
万
１
８
０
０

人
余
の
人
々
は
、
赤
の
他
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
人
に
か
か
か
わ
っ
て

社
会
の
絆
を
強
め
た
。
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
他
人
の
命
を
救
っ
た
人
の

記
録
を
見
る
時
、
自
分
の
リ
ス
ク
を
顧
み
な
い
勇
気
に
圧
倒
さ
れ
る
。
そ
し

て
そ
う
し
た
勇
気
あ
る
人
の
命
が
召
し
上
げ
ら
れ
る
矛
盾
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
そ
う
し
た
人
が
存
在
す
る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
い
、「
果

た
し
て
自
分
が
そ
の
勇
気
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
す
る
の
だ
っ

た
。 表

彰
と
い
う
行
為
を
通
し
て
社
会
貢
献
の
姿
を
世
に
知
っ
て
も
ら
い
、
社

会
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
社
会
貢
献
支
援
財
団
の
目
的
だ

と
思
う
が
、
表
彰
と
い
う
表
現
や
形
態
は
便
宜
的
な
も
の
で
、「
私
に
は
そ

の
勇
気
を
持
て
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
あ
な
た
の
行
為
に
は
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社
会
貢
献
支
援
財
団
は
昭
和
４
６
年
５
月
に
、
財
団
法
人
日
本
顕
彰
会

（
笹
川
良
一
会
長
）
と
し
て
設
立
さ
れ
た
。
事
業
目
的
は
「
運
輸
交
通
の
安

全
と
発
展
及
び
社
会
の
安
定
と
進
展
に
寄
与
す
る
こ
と
」
で
あ
っ
た
。「
各

団
体
や
地
方
自
治
体
の
推
薦
で
社
会
貢
献
者
を
選
考
し
、
表
彰
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
今
後
の
一
層
の
ご
活
躍
を
願
い
人
々
の
善
意
が
社
会
の
す
み
ず
み
ま

で
広
が
る
こ
と
を
念
じ
る
も
の
で
あ
る
」
と
、
第
一
回
の
記
録
集
の
あ
と
が

き
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、「
今
日
の
日
本
の
姿
を
考
え
る
と
き
何
か
把
え
ど

こ
ろ
の
な
い
複
雑
さ
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
目
立
ち
、
人
間
一
人
一
人
の
”力

“も

弱
く
な
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
」
と
い
う
危
機
感
が
根
底
に

あ
る
こ
と
を
表
明
し
て
い
る
。 

戦
後
の
荒
廃
の
中
か
ら
日
本
は
、
経
済
復
興
を
目
指
し
て
遮
二
無
二
走
っ

た
。
講
和
条
約
締
結
で
独
立
を
果
た
し
た
日
本
は
、
朝
鮮
戦
争
の
特
需
に
沸

き
、
ア
メ
リ
カ
の
豊
か
さ
に
あ
こ
が
れ
経
済
成
長
路
線
を
進
ん
だ
。
皇
太
子

ご
成
婚
の
ミ
ッ
チ
ー
ブ
ー
ム
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
、
戦
後
に
一
区
切
り

つ
け
た
が
、
大
阪
万
博
や
、
新
宿
副
都
心
開
発
に
は
、
す
で
に
バ
ブ
ル
の
萌

芽
が
見
ら
れ
る
。 

昭
和
４
２
年
に
は
東
大
医
学
部
の
紛
争
が
文
学
部
に
飛
び
火
し
、
東
大
紛

争
が
燃
え
盛
り
、
４
４
年
の
安
田
講
堂
事
件
を
経
て
、
内
ゲ
バ
の
時
代
、
４

７
年
の
浅
間
山
荘
事
件
に
象
徴
さ
れ
る
連
合
赤
軍
の
事
件
が
続
い
た
。
だ
が

結
局
は
学
生
運
動
の
権
力
争
い
は
内
ゲ
バ
と
い
う
悲
惨
な
結
末
に
向
か
っ
て

し
ま
っ
た
。 

社
会
貢
献
支
援
財
団
の
表
彰
を
振
り
返
っ
て
　 

評
議
員
　
中
島
健
一
郎 

絆
を
守
っ
た
人
々
へ
の
感
謝
の
４
０
年 

 絆を守った人々への感謝の40年 

 

「
表
彰
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
ち
ょ
っ
と
違
う
ん
で
す
よ
ね
。
本
当
は
謝

恩
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
表
彰
す
る
っ
て
偉
い
人
が
褒
め
て
つ
か
わ
す
っ
て

い
う
感
じ
で
し
ょ
。
で
も
本
当
は
表
彰
さ
れ
る
人
が
偉
く
て
、
我
々
は
そ
う

し
た
方
々
に
感
謝
す
る
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。
だ
か
ら
表
彰
状
を
渡
す

ん
じ
ゃ
な
く
て
、
国
民
か
ら
の
感
謝
状
を
お
渡
し
す
る
っ
て
私
は
思
っ
て
い

る
ん
で
す
」 

社
会
貢
献
支
援
財
団
の
４
０
年
に
わ
た
る
表
彰
事
業
を
振
り
返
っ
て
、
日

下
公
人
会
長
は
、
こ
の
事
業
の
本
質
は
、
人
間
の
絆
を
大
事
に
し
、
損
得
に

関
係
な
く
社
会
を
支
え
た
素
晴
ら
し
い
人
々
へ
の
謝
恩
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。 

４
０
年
の
社
会
貢
献
者
表
彰
の
受
賞
者
の
記
録
に
目
を
通
せ
ば
通
す
ほ
ど
、

私
自
身
が
日
下
会
長
が
い
わ
れ
る
よ
う
に
「
表
彰
で
な
く
感
謝
だ
」
と
の
思

い
を
強
め
た
。
財
団
が
表
彰
し
た
人
々
の
存
在
が
な
く
て
は
、
世
の
中
は
成

り
立
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
新
聞
社
で
事
件
記
者
を
し
て
い
た
と
き

に
は
、
殺
人
だ
の
強
盗
だ
の
放
火
だ
の
社
会
の
裏
面
ば
か
り
を
追
い
か
け
て

い
た
が
、
そ
う
し
た
事
件
は
ニ
ュ
ー
ス
に
は
な
り
や
す
い
に
し
て
も
、
本
当

は
社
会
を
支
え
て
い
る
素
晴
ら
し
い
人
々
の
行
為
を
も
っ
と
も
っ
と
伝
え
る

べ
き
だ
っ
た
と
、
い
ま
さ
ら
な
が
ら
に
痛
感
し
た
の
だ
っ
た
。 

社
会
は
様
々
な
人
々
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
人
々
は
け

し
て
バ
ラ
バ
ラ
に
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
家
族
、
会
社
、
サ
ー
ク
ル

や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
そ
れ
に
自
治
体
や
政
府
と
い
っ
た
様
々
な
単
位
や
仕

組
み
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。「
人
は
ひ
と
り
で
は
生
き
て
い
け
な
い
」
と
い

う
が
、「
人
」
と
い
う
文
字
は
支
え
合
っ
て
い
る
様
の
図
柄
の
イ
メ
ー
ジ
な

の
だ
。 

過
去
４
０
年
間
、
社
会
貢
献
支
援
財
団
が
表
彰
し
て
き
た
１
万
１
８
０
０

人
余
の
人
々
は
、
赤
の
他
人
で
あ
ろ
う
と
な
か
ろ
う
と
人
に
か
か
か
わ
っ
て

社
会
の
絆
を
強
め
た
。
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て
他
人
の
命
を
救
っ
た
人
の

記
録
を
見
る
時
、
自
分
の
リ
ス
ク
を
顧
み
な
い
勇
気
に
圧
倒
さ
れ
る
。
そ
し

て
そ
う
し
た
勇
気
あ
る
人
の
命
が
召
し
上
げ
ら
れ
る
矛
盾
を
感
じ
る
と
と
も

に
、
そ
う
し
た
人
が
存
在
す
る
社
会
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
も
思
い
、「
果

た
し
て
自
分
が
そ
の
勇
気
を
持
て
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
自
問
す
る
の
だ
っ

た
。 表

彰
と
い
う
行
為
を
通
し
て
社
会
貢
献
の
姿
を
世
に
知
っ
て
も
ら
い
、
社

会
を
よ
り
良
い
も
の
に
し
よ
う
と
い
う
の
が
社
会
貢
献
支
援
財
団
の
目
的
だ

と
思
う
が
、
表
彰
と
い
う
表
現
や
形
態
は
便
宜
的
な
も
の
で
、「
私
に
は
そ

の
勇
気
を
持
て
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
、
あ
な
た
の
行
為
に
は

頭
が
下
が
り
ま
す
。
出
来
る
こ
と
な
ら
私
も
同
じ
よ
う
に
生
き
た
い
の
で
す

が
、
と
り
あ
え
ず
感
謝
さ
せ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
気
持
ち
が
４
０
年
間
の

財
団
の
事
業
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
と
思
う
。 

記
録
集
に
載
っ
て
い
る
人
々
は
、
表
彰
さ
れ
よ
う
と
か
褒
め
ら
れ
よ
う
と

か
、
何
か
対
価
を
求
め
て
行
動
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
っ
さ
の
時
に
必
要

だ
と
思
っ
た
こ
と
を
や
っ
た
人
。
弱
い
人
や
困
っ
て
い
る
人
を
見
過
ご
さ
ず

助
け
た
人
。
淡
々
と
持
続
的
に
世
の
た
め
人
の
た
め
に
活
動
し
た
人
。
そ
れ

ら
の
人
々
の
共
通
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
人
と
の
絆
に
生
き
た
」
で
は
な
か
ろ

う
か
。 

私
が
そ
う
し
た
人
々
に
つ
い
て
書
く
資
格
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
不
安

を
抱
き
つ
つ
も
、「
感
謝
」
の
気
持
を
念
じ
な
が
ら
書
く
し
か
な
い
と
い
う

の
が
、
記
録
集
の
「
ま
と
め
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
の
偽
ら
ざ
る
気
持
ち
だ
。

２
０
１
０
年
夏
の
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
と
つ
は
、
都
内
男
性
の
最
高
齢
と

さ
れ
た
１
１
１
歳
の
ミ
イ
ラ
遺
体
が
発
見
さ
れ
た
事
件
だ
。
３
２
年
前
、
部

屋
に
閉
じ
こ
も
っ
て
７
９
歳
で
息
を
引
き
取
っ
た
と
み
ら
れ
る
こ
の
男
性
は
、

７
月
２
８
日
に
数
人
の
捜
査
員
が
訪
れ
、
1
階
6
畳
和
室
の
ふ
す
ま
を
こ
じ

開
け
る
ま
で
戸
籍
や
住
民
登
録
上
「
生
き
て
い
る
」
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
間
の
年
金
が
支
払
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
ミ
イ
ラ
事
件
を
き
っ
か
け
に
全

国
の
1
0
0
歳
以
上
の
高
齢
者
の
所
在
確
認
が
始
め
ら
れ
た
結
果
、
わ
ず
か

1
0
日
ぐ
ら
い
で
7
0
人
を
超
す
所
在
不
明
者
が
判
明
。
さ
ら
に
数
日
後
に

は
1
5
0
人
を
超
し
た
。 

記
録
集
を
読
ん
で
い
る
と
、
こ
の
所
在
不
明
は
「
絆
」
と
は
対
極
に
あ
る
。

自
分
に
連
な
る
人
が
所
在
不
明
に
な
っ
た
ら
必
死
に
探
す
の
が
普
通
で
あ
る
。

ま
し
て
や
亡
く
な
っ
た
ら
葬
儀
を
行
い
、
墓
に
埋
葬
し
て
弔
う
の
が
情
と
い

う
も
の
で
あ
る
。
死
の
う
が
い
な
く
な
ろ
う
が
放
っ
て
お
き
、
自
治
体
に
も

警
察
に
も
届
け
な
い
と
い
う
の
は
、
年
金
を
詐
取
す
る
と
い
う
卑
し
い
根
性

な
の
か
、
絆
の
欠
如
な
の
か
、
ミ
イ
ラ
事
件
に
発
し
た
所
在
不
明
高
齢
者
の

騒
ぎ
は
日
本
社
会
が
ど
こ
か
狂
い
始
め
て
い
る
証
左
の
よ
う
な
気
が
し
て
な

ら
な
い
。 

前
向
き
に
果
敢
に
努
力
す
る
人
へ
の
表
彰
 

人
間
力
へ
の
危
機
感
か
ら
 

7

40年のあゆみ  04.1.1 3:31 AM  ページ 21



8

 

ま
さ
に
「
複
雑
さ
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」「
弱
ま
っ
た
人
間
力
」
に
危
機
感
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
総
括
し
な
い

ま
ま
日
本
は
「
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
」
と
高
度
経
済
成
長
を

目
指
し
た
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、「
絆
の
喪
失
」
の
坂
道
を
転
げ

落
ち
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

第
一
回
昭
和
４
６
年
度
の
顕
彰
の
記
録
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
戦
後
を

支
え
て
き
た
人
々
の
表
彰
が
目
立
つ
。「
昭
和
２
１
年
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、

混
血
児
と
そ
の
母
親
達
の
援
護
に
尽
く
し
、
文
筆
業
の
収
入
の
３
分
の
２
以

上
を
注
ぎ
込
ん
だ
」
と
い
う
平
野
威
馬
雄
さ
ん
（
明
３
３
・
５
・
５
生
）。

売
春
防
止
法
の
施
行
と
と
も
に
東
京
・
練
馬
区
に
婦
人
保
護
施
設
「
い
ず
み

寮
」、
館
山
市
に
「
か
に
た
婦
人
の
村
」
等
を
次
々
と
開
設
し
た
深
津
文
雄

さ
ん
（
明
４
２
・
１
１
・
２
２
生
）。
離
島
に
あ
る
「
邑
久
光
明
園
」
の
ラ

イ
病
患
者
の
た
め
に
３
３
年
間
、
船
長
を
勤
め
た
寺
見
有
太
さ
ん
（
明
４
５
・

７
・
２
０
生
）。 

選
考
委
員
は
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
関

係
者
の
他
、
運
輸
、
厚
生
、
自
治
省
関
係
者
。
運
輸
交
通
関
係
功
労
者
と

し
て
は
、
人
命
救
助
や
事
故
防
止
、
現
場
業
務
に
精
励
し
た
国
鉄
職
員
、

技
師
、
船
長
、
機
長
、
信
号
工
、
保
線
手
ら
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
般
功
労
者
と
し
て
各
方
面
の
人
々
の
人
命
救
助
、
社
会
福
祉
の
増
進
、

道
義
の
高
揚
な
ど
が
表
彰
の
対
象
と
な
り
、
善
行
者
と
し
て
地
域
の
人
々

の
環
境
美
化
、
公
徳
心
の
涵
養
な
ど
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。 

い
つ
の
時
代
に
も
世
の
中
は
事
件
、
事
故
、
災
害
は
つ
き
も
の
だ
が
、

常
に
前
向
き
に
果
敢
に
努
力
す
る
人
々
が
い
て
、
世
の
中
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
記
録
集
は
改
め
て
教
え
て
く
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
顔
写
真
を

眺
め
る
と
、
誰
も
け
れ
ん
み
が
な
く
、
奢
り
高
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
、

良
い
顔
を
し
た
人
ば
か
り
だ
。 

私
が
事
件
記
者
を
し
て
い
る
時
に
、
殺
人
事
件
の
原
因
の
多
く
に
は

「
ね
た
み
」「
や
っ
か
み
」「
そ
ね
み
」「
う
ら
み
」「
つ
ら
み
」「
ひ
が
み
」

な
ど
最
後
に
「
み
」
の
つ
く
気
持
ち
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、
そ
う

し
た
「
み
」
と
は
無
縁
な
人
々
が
表
彰
さ
れ
て
い
た
。
自
分
の
命
を
捨

て
て
人
命
救
助
し
た
人
に
「
み
」
が
最
後
に
つ
く
言
葉
は
な
い
の
だ
。 

昭
和
４
７
年
７
月
２
０
日
午
後
４
時
頃
、
大
分
県
東
国
東
郡
国
東
町
の

通
称
安
ヶ
浜
海
岸
沖
合
８
０
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
で
遊
ん
で
い
た
１
０
歳

の
男
子
小
学
生
が
、
高
波
に
呑
ま
れ
て
流
さ
れ
た
。
漁
師
の
宮
崎
勲
さ

ん
（
大
１
３
・
６
・
１
生
）
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
と
自
宅
か
ら
持
ち
だ

し
た
ロ
ー
プ
を
腰
に
巻
き
、
そ
の
一
端
を
妻
エ
ミ
子
さ
ん
に
持
た
せ
て

海
中
に
飛
び
込
み
、
少
年
の
と
こ
ろ
に
泳
ぎ
つ
い
た
が
、
高
波
に
呑
ま

れ
て
行
方
不
明
に
。
エ
ミ
子
さ
ん
も
夫
と
少
年
の
安
否
を
気
づ
か
い
堤

防
上
に
立
っ
て
い
る
う
ち
、
襲
っ
た
高
波
に
や
は
り
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。「
他
人
の
命
を
救
お
う
と
し
て
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
夫
婦
の
悲
劇
は
、

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
が
、
そ
の
人
類
愛
の
魂
は
、
人
々
に
語
り
継
が
れ

て
永
遠
に
消
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
記
録
集
は
記
載
し
て
い
る
。 

ま
た
警
察
官
や
消
防
士
の
殉
職
の
記
載
も
多
い
。
交
通
事
故
処
理
中
に

暴
走
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
燃
え
盛
る
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救

出
を
試
み
た
職
務
に
誠
実
だ
っ
た
人
々
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
事
例
を
読
み
進
ん
で
い
る
と
、
浅
間
山
荘
事
件
で
殉
職
し
た

内
田
尚
孝
警
視
長
（
大
１
４
・
１
・
２
生
）、
高
見
繁
光
警
視
正
（
昭
４
・

５
・
２
６
生
）
の
記
述
が
あ
っ
た
。 

「
昭
和
４
７
年
２
月
２
８
日
、
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
国
民
全
部
を
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
釘
付
け
に
し
た
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
南
軽
井
沢

所
在
の
河
合
楽
器
健
康
保
険
組
合
保
養
所
あ
さ
ま
山
荘
に
お
け
る
坂
東

国
男
他
４
名
に
よ
る
連
合
赤
軍
の
凶
悪
な
人
質
ろ
う
城
事
件
に
警
備
出

動
中
、
同
日
正
午
頃
、
両
名
は
生
命
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
率
先
被
害

者
の
救
出
活
動
に
従
事
し
て
い
る
時
、
不
幸
に
も
犯
人
の
凶
弾
を
受
け
、
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ま
さ
に
「
複
雑
さ
と
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
」「
弱
ま
っ
た
人
間
力
」
に
危
機
感
を

持
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
だ
っ
た
が
、
そ
う
し
た
こ
と
を
総
括
し
な
い

ま
ま
日
本
は
「
ア
メ
リ
カ
に
追
い
つ
け
、
追
い
越
せ
」
と
高
度
経
済
成
長
を

目
指
し
た
。
そ
し
て
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
、「
絆
の
喪
失
」
の
坂
道
を
転
げ

落
ち
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。 

第
一
回
昭
和
４
６
年
度
の
顕
彰
の
記
録
を
見
る
と
、
そ
れ
ま
で
の
戦
後
を

支
え
て
き
た
人
々
の
表
彰
が
目
立
つ
。「
昭
和
２
１
年
戦
後
の
混
乱
の
中
で
、

混
血
児
と
そ
の
母
親
達
の
援
護
に
尽
く
し
、
文
筆
業
の
収
入
の
３
分
の
２
以

上
を
注
ぎ
込
ん
だ
」
と
い
う
平
野
威
馬
雄
さ
ん
（
明
３
３
・
５
・
５
生
）。

売
春
防
止
法
の
施
行
と
と
も
に
東
京
・
練
馬
区
に
婦
人
保
護
施
設
「
い
ず
み

寮
」、
館
山
市
に
「
か
に
た
婦
人
の
村
」
等
を
次
々
と
開
設
し
た
深
津
文
雄

さ
ん
（
明
４
２
・
１
１
・
２
２
生
）。
離
島
に
あ
る
「
邑
久
光
明
園
」
の
ラ

イ
病
患
者
の
た
め
に
３
３
年
間
、
船
長
を
勤
め
た
寺
見
有
太
さ
ん
（
明
４
５
・

７
・
２
０
生
）。 

選
考
委
員
は
財
団
法
人
日
本
船
舶
振
興
会
や
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走
関

係
者
の
他
、
運
輸
、
厚
生
、
自
治
省
関
係
者
。
運
輸
交
通
関
係
功
労
者
と

し
て
は
、
人
命
救
助
や
事
故
防
止
、
現
場
業
務
に
精
励
し
た
国
鉄
職
員
、

技
師
、
船
長
、
機
長
、
信
号
工
、
保
線
手
ら
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

一
般
功
労
者
と
し
て
各
方
面
の
人
々
の
人
命
救
助
、
社
会
福
祉
の
増
進
、

道
義
の
高
揚
な
ど
が
表
彰
の
対
象
と
な
り
、
善
行
者
と
し
て
地
域
の
人
々

の
環
境
美
化
、
公
徳
心
の
涵
養
な
ど
に
も
光
が
当
て
ら
れ
て
い
る
。 

い
つ
の
時
代
に
も
世
の
中
は
事
件
、
事
故
、
災
害
は
つ
き
も
の
だ
が
、

常
に
前
向
き
に
果
敢
に
努
力
す
る
人
々
が
い
て
、
世
の
中
を
支
え
て
い
る

こ
と
を
記
録
集
は
改
め
て
教
え
て
く
れ
る
。
掲
載
さ
れ
て
い
る
顔
写
真
を

眺
め
る
と
、
誰
も
け
れ
ん
み
が
な
く
、
奢
り
高
ぶ
っ
た
と
こ
ろ
も
な
く
、

良
い
顔
を
し
た
人
ば
か
り
だ
。 

私
が
事
件
記
者
を
し
て
い
る
時
に
、
殺
人
事
件
の
原
因
の
多
く
に
は

「
ね
た
み
」「
や
っ
か
み
」「
そ
ね
み
」「
う
ら
み
」「
つ
ら
み
」「
ひ
が
み
」

な
ど
最
後
に
「
み
」
の
つ
く
気
持
ち
が
あ
る
と
教
え
ら
れ
た
が
、
そ
う

し
た
「
み
」
と
は
無
縁
な
人
々
が
表
彰
さ
れ
て
い
た
。
自
分
の
命
を
捨

て
て
人
命
救
助
し
た
人
に
「
み
」
が
最
後
に
つ
く
言
葉
は
な
い
の
だ
。 

昭
和
４
７
年
７
月
２
０
日
午
後
４
時
頃
、
大
分
県
東
国
東
郡
国
東
町
の

通
称
安
ヶ
浜
海
岸
沖
合
８
０
メ
ー
ト
ル
の
堤
防
で
遊
ん
で
い
た
１
０
歳

の
男
子
小
学
生
が
、
高
波
に
呑
ま
れ
て
流
さ
れ
た
。
漁
師
の
宮
崎
勲
さ

ん
（
大
１
３
・
６
・
１
生
）
は
一
刻
の
猶
予
も
な
い
と
自
宅
か
ら
持
ち
だ

し
た
ロ
ー
プ
を
腰
に
巻
き
、
そ
の
一
端
を
妻
エ
ミ
子
さ
ん
に
持
た
せ
て

海
中
に
飛
び
込
み
、
少
年
の
と
こ
ろ
に
泳
ぎ
つ
い
た
が
、
高
波
に
呑
ま

れ
て
行
方
不
明
に
。
エ
ミ
子
さ
ん
も
夫
と
少
年
の
安
否
を
気
づ
か
い
堤

防
上
に
立
っ
て
い
る
う
ち
、
襲
っ
た
高
波
に
や
は
り
さ
ら
わ
れ
て
し
ま
っ

た
。「
他
人
の
命
を
救
お
う
と
し
て
自
ら
の
命
を
絶
っ
た
夫
婦
の
悲
劇
は
、

あ
ま
り
に
も
悲
し
い
が
、
そ
の
人
類
愛
の
魂
は
、
人
々
に
語
り
継
が
れ

て
永
遠
に
消
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
記
録
集
は
記
載
し
て
い
る
。 

ま
た
警
察
官
や
消
防
士
の
殉
職
の
記
載
も
多
い
。
交
通
事
故
処
理
中
に

暴
走
車
に
は
ね
ら
れ
た
り
、
燃
え
盛
る
家
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
人
の
救

出
を
試
み
た
職
務
に
誠
実
だ
っ
た
人
々
で
あ
る
。 

そ
う
し
た
事
例
を
読
み
進
ん
で
い
る
と
、
浅
間
山
荘
事
件
で
殉
職
し
た

内
田
尚
孝
警
視
長
（
大
１
４
・
１
・
２
生
）、
高
見
繁
光
警
視
正
（
昭
４
・

５
・
２
６
生
）
の
記
述
が
あ
っ
た
。 

「
昭
和
４
７
年
２
月
２
８
日
、
日
本
中
を
震
撼
さ
せ
国
民
全
部
を
テ
レ

ビ
、
ラ
ジ
オ
に
釘
付
け
に
し
た
長
野
県
北
佐
久
郡
軽
井
沢
町
南
軽
井
沢

所
在
の
河
合
楽
器
健
康
保
険
組
合
保
養
所
あ
さ
ま
山
荘
に
お
け
る
坂
東

国
男
他
４
名
に
よ
る
連
合
赤
軍
の
凶
悪
な
人
質
ろ
う
城
事
件
に
警
備
出

動
中
、
同
日
正
午
頃
、
両
名
は
生
命
の
危
険
を
か
え
り
み
ず
率
先
被
害

者
の
救
出
活
動
に
従
事
し
て
い
る
時
、
不
幸
に
も
犯
人
の
凶
弾
を
受
け
、

両
名
共
壮
烈
な
殉
職
を
と
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
惜
し
み
て
余
り
あ

る
優
秀
な
警
察
官
の
価
値
あ
る
犠
牲
に
よ
っ
て
間
も
な
く
犯
人
達
は
逮
捕

さ
れ
、
被
害
者
は
無
事
救
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
他
の
模
範

と
し
て
そ
の
勇
敢
な
行
為
と
魂
は
永
遠
に
称
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」 私

は
新
聞
記
者
４
年
目
の
長
野
支
局
員
だ
っ
た
が
、
高
見
警
視
正
が
撃

た
れ
た
時
、
わ
ず
か
１
０
数
メ
ー
ト
ル
後
方
で
取
材
を
し
て
い
た
。
土
嚢

の
陰
に
身
を
隠
し
た
機
動
隊
員
た
ち
。
突
然
、
高
見
警
視
正
は
立
ち
あ
が

り
、
指
揮
棒
を
高
く
振
り
上
げ
、「
突
撃
」
と
叫
び
な
が
ら
、
部
下
た
ち

が
つ
い
て
く
る
か
ど
う
か
確
認
す
る
よ
う
に
振
り
返
っ
た
。
そ
し
て
正
面

を
向
い
た
時
、
銃
声
が
響
い
た
。
高
見
警
視
正
の
額
か
ら
血
が
噴
き
出

た
。
機
動
隊
員
達
は
高
見
警
視
正
を
盾
の
上
に
寝
か
せ
て
５
、
６
人
が
端

を
掴
ん
で
走
っ
て
搬
送
し
た
。
額
か
ら
流
れ
る
血
が
盾
の
中
に
溜
ま
っ
て

行
っ
た
。「
隊
長
！
死
ん
じ
ゃ
い
け
な
い
」「
隊
長
！
隊
長
！
」
と
泣
き
な

が
ら
機
動
隊
員
達
は
走
っ
て
い
た
。 

こ
の
光
景
は
い
ま
だ
に
目
に
焼
き
付
い
て
い
る
。 

社
会
貢
献
と
は
何
だ
ろ
う
と
記
録
集
を
読
み
な
が
ら
考
え
続
け
た
。
根
底

に
は
人
と
人
の
絆
が
あ
り
、
そ
れ
が
必
要
な
時
に
機
能
し
て
い
る
と
思
う
が
、

行
為
そ
の
も
の
は
ご
く
自
然
に
当
り
前
の
こ
と
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

が
す
ご
い
。「
私
は
こ
ん
な
社
会
を
良
く
す
る
た
め
に
こ
れ
を
約
束
し
ま
す
」

と
い
っ
た
政
治
家
の
マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う
な
訴
え
は
な
い
。
い
わ
ば
「
不

言
実
行
」
だ
。 

昭
和
４
７
年
度
の
運
輸
交
通
関
係
功
労
者
の
中
に
東
京
都
の
営
団
職
員
、

山
本
均
さ
ん
（
昭
２
４
・
５
・
１
３
生
）
が
い
た
。
３
月
２
９
日
午
前
１
０

時
頃
、
江
東
区
小
松
川
平
和
公
園
わ
き
の
駐
車
場
で
山
本
さ
ん
が
自
家
用
車

を
洗
車
中
、
公
園
の
方
か
ら
子
供
の
泣
き
声
と
主
婦
の
悲
鳴
が
聞
こ
え
た
。

駆
け
付
け
る
と
公
衆
便
所
の
便
壺
の
中
に
胸
ま
で
つ
か
り
汚
物
を
か
ぶ
っ
て

泣
い
て
い
る
３
才
位
の
男
の
子
を
発
見
し
た
。
山
本
さ
ん
は
一
刻
も
猶
予
で

き
な
い
と
判
断
、
自
分
の
着
衣
の
汚
れ
も
い
と
わ
ず
掃
除
用
ホ
ー
ス
を
た
ら

し
て
そ
れ
に
つ
か
ま
ら
せ
少
し
引
き
上
げ
た
と
こ
ろ
で
両
手
を
つ
か
み
救
出

し
た
。
そ
の
後
、
救
急
車
の
手
配
を
た
の
み
山
本
さ
ん
は
姿
を
消
し
た
が
、

自
家
用
車
の
ナ
ン
バ
ー
か
ら
身
元
が
分
か
っ
た
と
い
う
。 

多
分
、
山
本
さ
ん
は
自
分
は
ご
く
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た
だ
け
で
、
特

別
な
こ
と
を
し
た
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
記
録
集
に
は
山
本
さ

ん
の
よ
う
な
タ
イ
プ
の
人
命
救
助
の
例
が
沢
山
載
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

人
々
の
無
言
の
存
在
の
価
値
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
。
ま
た
記
録
集
に
は
船
乗

り
達
の
遭
難
救
助
の
例
も
多
く
表
彰
さ
れ
て
い
る
が
、
海
の
男
達
に
と
っ
て

は
、
遭
難
を
見
過
ご
し
に
し
な
い
の
は
身
体
の
D
N
A
の
よ
う
な
の
だ
。 

昭
和
４
６
年
１
月
１
２
日
午
後
８
時
、
漁
船
「
第
２
１
平
栄
丸
」（
４
７

ト
ン
）
は
、
銚
子
一
の
島
灯
台
２
０
海
里
の
地
点
で
操
業
中
高
波
を
受
け
て

転
覆
、
乗
組
員
１
１
名
は
海
中
に
投
げ
出
さ
れ
た
。
救
助
に
急
行
し
た
漁
船

「
第
３
熊
野
丸
」
は
８
名
を
収
容
。
甲
板
員
だ
っ
た
渡
辺
義
雄
さ
ん
は
な
お

一
名
が
波
間
に
浮
き
沈
み
し
て
い
る
の
を
発
見
す
る
や
、
一
刻
の
猶
予
も
で

き
な
い
と
判
断
し
、
着
衣
の
ま
ま
ロ
ー
プ
を
持
っ
て
暗
夜
激
浪
の
中
に
飛
び

込
み
、
苦
心
の
末
、
ロ
ー
プ
で
遭
難
者
の
体
を
縛
り
、
よ
う
や
く
船
上
に
引

き
上
げ
救
助
に
成
功
し
た
。
し
か
し
残
り
２
名
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。 

海
難
事
故
は
予
想
以
上
に
多
い
が
、
海
の
男
達
は
渡
辺
さ
ん
の
よ
う
な
勇

敢
な
救
助
活
動
で
多
数
表
彰
さ
れ
て
お
り
、
な
ん
と
も
頼
も
し
い
。 

ま
た
人
命
救
助
と
い
う
よ
う
な
ド
ラ
マ
チ
ッ
ク
な
こ
と
で
表
彰
を
受
け
る

人
が
い
る
一
方
、
現
場
で
何
十
年
も
災
害
防
止
や
作
業
技
術
の
向
上
に
努
め

た
り
、
黙
々
と
業
務
に
精
励
し
て
き
た
人
々
も
表
彰
を
受
け
て
い
る
。
世
の

当
然
の
こ
と
を
す
る
す
ご
さ
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 中
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
そ
う
し
た
人
々
の
地
道
な
努
力
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、

日
本
社
会
が
健
全
に
発
展
し
た
部
分
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
し
た
人
々
、
と
り
わ
け
便
壺
か
ら
子
供
を
救
い
だ
し
た
人
に
感

激
し
て
い
る
時
、
最
近
の
児
童
虐
待
の
増
加
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
ば
か
り
だ
。 

警
察
庁
が
８
月
５
日
に
発
表
し
た
２
０
１
０
年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の

児
童
虐
待
事
件
の
検
挙
件
数
は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
２
０
０
０
年
以
降
で

最
多
の
１
８
１
件
に
達
し
た
。
検
挙
者
数
は
１
９
９
人
で
、
０
９
年
同
期
比

３
４
人
増
。
被
害
児
童
数
は
１
８
７
人
で
同
２
３
人
増
だ
。 

罪
種
別
で
は
殺
人
１
２
件
、
傷
害
１
０
９
件
、
強
姦
１
１
件
、
保
護
責
任

者
遺
棄
９
件
な
ど
。
被
害
児
童
の
年
齢
別
で
は
０
歳
が
２
５
人
、
１
歳
１
１

人
、
２
歳
１
０
人
、
３
歳
１
３
人
な
ど
乳
幼
児
が
増
え
る
傾
向
で
目
立
つ
。

近
隣
や
医
師
か
ら
の
通
報
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
過
去
最
多
の
一
因
と
指
摘

す
る
専
門
家
も
い
る
が
、
地
域
か
ら
の
家
庭
の
孤
立
や
貧
困
な
ど
が
背
景
に

あ
る
。
つ
ま
り
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
ば
か
り
、
地
域
社
会
の
絆
が
崩

壊
し
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
相
談
に
の
っ
た
り
す
る
人
が

周
り
に
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
１
８
歳
未
満
が
被
害
者
に
な
り
、
保
護
者
が
加
害

者
の
場
合
、
児
童
虐
待
の
統
計
に
加
え
ら
れ
る
が
、
警
察
が
把
握
し
な
い
水

面
下
の
ケ
ー
ス
は
想
像
以
上
に
多
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

子
供
の
被
害
は
保
護
者
で
あ
る
か
ど
う
か
関
係
な
い
児
童
ポ
ル
ノ
で
も
増

大
し
て
い
る
。
や
は
り
警
察
庁
の
ま
と
め
で
は
、
全
国
の
警
察
が
摘
発
し
た

２
０
１
０
年
上
半
期
の
児
童
ポ
ル
ノ
事
件
は
５
９
９
件
（
前
年
同
期
比
６
３
・

２
％
増
）
だ
っ
た
。
こ
れ
も
統
計
を
取
り
始
め
た
０
０
年
以
降
で
最
悪
。
被

害
児
童
数
は
２
９
５
人
で
中
学
生
が
一
番
多
く
１
２
６
人
。
次
い
で
高
校
生

９
５
人
、
小
学
生
以
下
も
６
３
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

児
童
虐
待
も
児
童
ポ
ル
ノ
摘
発
も
氷
山
の
一
角
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
今
の

日
本
は
守
ら
れ
る
べ
き
子
供
た
ち
が
、
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
事
態
に
直
面
す
る
悲

し
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
の
だ
。 

社
会
貢
献
者
表
彰
の
式
典
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
お
会
い
す
る
方
々
の
顔
を
拝

見
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
「
日
本
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
」
と
感
じ
る
の

だ
が
、
そ
う
し
た
反
面
、
地
下
鉄
な
ど
に
乗
っ
て
乗
客
を
観
察
し
て
い
る

と
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
疲
れ
き
っ
た
顔
、
他
人
に
無
関
心
な
顔
、
焦
点
の

定
ま
ら
な
い
目
線
の
顔
な
ど
を
見
る
。 

関
係
的
困
窮
か
ら
の
救
済 

 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
の
中
で
、
企
業
は
非
正
規
雇
用
者
の
リ
ス

ト
ラ
に
走
っ
た
。
労
働
者
派
遣
事
業
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
こ
の
十
数
年
で

「
年
収
１
０
０
万
円
前
後
〜
３
０
０
万
円
前
後
の
非
正
規
労
働
者
が
増
え
た
」

（
２
０
１
０
年
度
労
働
白
書
）。
そ
う
し
た
非
正
規
労
働
者
の
多
数
が
雇
用
調

整
に
よ
り
失
業
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
沢
山
生
ま
れ
た
。 

N
P
O
法
人
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
奥
田
知
志
理
事
長

に
よ
る
と
、
失
業
に
よ
っ
て
会
社
の
寮
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
期

間
工
や
契
約
社
員
は
家
に
象
徴
さ
れ
る
物
理
的
困
窮
に
追
い
込
ま
れ
た
人
が

い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ウ
ス
レ
ス
」
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
住
宅
喪
失
へ
の

支
援
が
行
わ
れ
、
国
の
施
策
も
同
様
の
住
む
場
所
の
確
保
だ
っ
た
。 

し
か
し
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
は
家
族
に
象
徴
さ
れ
る
関
係
的
困
窮
を
意
味
す

る
が
、
そ
の
関
係
的
困
窮
に
対
す
る
支
援
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。 

つ
ま
り
家
、
衣
服
、
食
物
、
保
証
人
―
―
―
な
ど
の
「
ハ
ウ
ス
レ
ス
」
対

策
で
、
支
援
を
受
け
て
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
て
も
「
俺
の
最
後
は
誰
が
看

取
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
新
た
な
問
い
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。

だ
が
、
そ
の
「
人
間
的
な
問
い
」
へ
の
支
援
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

戦
後
、
日
本
の
社
会
保
障
は
「
経
済
的
困
窮
」
と
「
身
体
的
困
窮
」
を
中
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 中
の
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
は
そ
う
し
た
人
々
の
地
道
な
努
力
で
支
え
ら
れ
て
お
り
、

日
本
社
会
が
健
全
に
発
展
し
た
部
分
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。
さ
て
当
た
り

前
の
こ
と
を
し
た
人
々
、
と
り
わ
け
便
壺
か
ら
子
供
を
救
い
だ
し
た
人
に
感

激
し
て
い
る
時
、
最
近
の
児
童
虐
待
の
増
加
の
ニ
ュ
ー
ス
に
は
シ
ョ
ッ
ク
を

受
け
る
ば
か
り
だ
。 

警
察
庁
が
８
月
５
日
に
発
表
し
た
２
０
１
０
年
上
半
期
（
１
〜
６
月
）
の

児
童
虐
待
事
件
の
検
挙
件
数
は
、
統
計
を
取
り
始
め
た
２
０
０
０
年
以
降
で

最
多
の
１
８
１
件
に
達
し
た
。
検
挙
者
数
は
１
９
９
人
で
、
０
９
年
同
期
比

３
４
人
増
。
被
害
児
童
数
は
１
８
７
人
で
同
２
３
人
増
だ
。 

罪
種
別
で
は
殺
人
１
２
件
、
傷
害
１
０
９
件
、
強
姦
１
１
件
、
保
護
責
任

者
遺
棄
９
件
な
ど
。
被
害
児
童
の
年
齢
別
で
は
０
歳
が
２
５
人
、
１
歳
１
１

人
、
２
歳
１
０
人
、
３
歳
１
３
人
な
ど
乳
幼
児
が
増
え
る
傾
向
で
目
立
つ
。

近
隣
や
医
師
か
ら
の
通
報
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
過
去
最
多
の
一
因
と
指
摘

す
る
専
門
家
も
い
る
が
、
地
域
か
ら
の
家
庭
の
孤
立
や
貧
困
な
ど
が
背
景
に

あ
る
。
つ
ま
り
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
と
ば
か
り
、
地
域
社
会
の
絆
が
崩

壊
し
、
子
育
て
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
ら
相
談
に
の
っ
た
り
す
る
人
が

周
り
に
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。 

児
童
虐
待
防
止
法
で
は
１
８
歳
未
満
が
被
害
者
に
な
り
、
保
護
者
が
加
害

者
の
場
合
、
児
童
虐
待
の
統
計
に
加
え
ら
れ
る
が
、
警
察
が
把
握
し
な
い
水

面
下
の
ケ
ー
ス
は
想
像
以
上
に
多
い
と
見
ら
れ
て
い
る
。 

子
供
の
被
害
は
保
護
者
で
あ
る
か
ど
う
か
関
係
な
い
児
童
ポ
ル
ノ
で
も
増

大
し
て
い
る
。
や
は
り
警
察
庁
の
ま
と
め
で
は
、
全
国
の
警
察
が
摘
発
し
た

２
０
１
０
年
上
半
期
の
児
童
ポ
ル
ノ
事
件
は
５
９
９
件
（
前
年
同
期
比
６
３
・

２
％
増
）
だ
っ
た
。
こ
れ
も
統
計
を
取
り
始
め
た
０
０
年
以
降
で
最
悪
。
被

害
児
童
数
は
２
９
５
人
で
中
学
生
が
一
番
多
く
１
２
６
人
。
次
い
で
高
校
生

９
５
人
、
小
学
生
以
下
も
６
３
人
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。 

児
童
虐
待
も
児
童
ポ
ル
ノ
摘
発
も
氷
山
の
一
角
と
見
ら
れ
る
か
ら
、
今
の

日
本
は
守
ら
れ
る
べ
き
子
供
た
ち
が
、
ト
ン
デ
モ
ナ
イ
事
態
に
直
面
す
る
悲

し
い
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
も
言
え
る
の
だ
。 

社
会
貢
献
者
表
彰
の
式
典
や
パ
ー
テ
ィ
ー
で
お
会
い
す
る
方
々
の
顔
を
拝

見
し
て
い
る
と
、
い
つ
も
「
日
本
も
捨
て
た
も
の
で
は
な
い
」
と
感
じ
る
の

だ
が
、
そ
う
し
た
反
面
、
地
下
鉄
な
ど
に
乗
っ
て
乗
客
を
観
察
し
て
い
る

と
、
あ
ま
り
に
も
多
く
の
疲
れ
き
っ
た
顔
、
他
人
に
無
関
心
な
顔
、
焦
点
の

定
ま
ら
な
い
目
線
の
顔
な
ど
を
見
る
。 

関
係
的
困
窮
か
ら
の
救
済 

 

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
不
況
の
中
で
、
企
業
は
非
正
規
雇
用
者
の
リ
ス

ト
ラ
に
走
っ
た
。
労
働
者
派
遣
事
業
の
規
制
緩
和
に
よ
り
、
こ
の
十
数
年
で

「
年
収
１
０
０
万
円
前
後
〜
３
０
０
万
円
前
後
の
非
正
規
労
働
者
が
増
え
た
」

（
２
０
１
０
年
度
労
働
白
書
）。
そ
う
し
た
非
正
規
労
働
者
の
多
数
が
雇
用
調

整
に
よ
り
失
業
し
、
ホ
ー
ム
レ
ス
が
沢
山
生
ま
れ
た
。 

N
P
O
法
人
ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
奥
田
知
志
理
事
長

に
よ
る
と
、
失
業
に
よ
っ
て
会
社
の
寮
を
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
期

間
工
や
契
約
社
員
は
家
に
象
徴
さ
れ
る
物
理
的
困
窮
に
追
い
込
ま
れ
た
人
が

い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ウ
ス
レ
ス
」
で
あ
り
、
全
国
各
地
で
住
宅
喪
失
へ
の

支
援
が
行
わ
れ
、
国
の
施
策
も
同
様
の
住
む
場
所
の
確
保
だ
っ
た
。 

し
か
し
「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
は
家
族
に
象
徴
さ
れ
る
関
係
的
困
窮
を
意
味
す

る
が
、
そ
の
関
係
的
困
窮
に
対
す
る
支
援
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
う
。 

つ
ま
り
家
、
衣
服
、
食
物
、
保
証
人
―
―
―
な
ど
の
「
ハ
ウ
ス
レ
ス
」
対

策
で
、
支
援
を
受
け
て
ア
パ
ー
ト
に
入
居
で
き
て
も
「
俺
の
最
後
は
誰
が
看

取
っ
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
新
た
な
問
い
が
生
ま
れ
る
と
い
う
。

だ
が
、
そ
の
「
人
間
的
な
問
い
」
へ
の
支
援
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。 

戦
後
、
日
本
の
社
会
保
障
は
「
経
済
的
困
窮
」
と
「
身
体
的
困
窮
」
を
中

心
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
生
活
保
護
制
度
、
病
院
、
老
人
福
祉
、
障
害
福
祉
な

ど
で
対
応
し
て
き
た
。
し
か
し
「
関
係
的
困
窮
」
は
地
縁
、
血
縁
が
ど
ん
ど

ん
薄
れ
る
中
で
、
増
大
の
一
途
を
た
ど
っ
て
き
た
。 

か
つ
て
は
失
業
し
た
ら
田
舎
に
帰
っ
た
。
兄
弟
や
友
人
が
「
職
が
見
つ
か

る
ま
で
ウ
チ
に
居
れ
ば
い
い
」
と
助
け
て
く
れ
た
。
と
こ
ろ
が
今
の
日
本
で

は
、
単
な
る
ハ
ウ
ス
レ
ス
で
な
く
、
本
当
の
ホ
ー
ム
レ
ス
（
関
係
的
困
窮
者
）

に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。 

奥
田
理
事
長
は
「
い
ざ
と
い
う
時
に
助
け
て
く
れ
る
人
が
い
な
い
と
い
う

絆
の
欠
如
が
自
立
意
欲
醸
成
や
制
度
利
用
を
行
き
詰
ま
ら
せ
る
」
と
指
摘
す

る
。
ま
た
「
人
は
他
者
と
の
関
わ
り
（
絆
）
の
中
で
、
自
己
の
存
在
意
義
を

知
る
が
、
絆
の
欠
如
で
“
自
己
喪
失
”
と
い
う
深
刻
な
状
態
に
な
る
」
と
い

う
。 昭

和
４
８
年
度
の
地
域
善
行
者
の
中
の
「
青
少
年
の
善
導
、
非
行
化
防
止

等
そ
の
指
導
、
育
成
に
努
め
た
功
労
」
で
表
彰
を
受
け
た
品
川
博
さ
ん
（
大

５
・
５
・
２
１
生
）
は
、
記
録
集
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
昭
和
２
１
年
３
月
に
復
員
し
て
祖
国
日
本
で
見
た
も
の
は
、
荒
廃
し
た

社
会
と
街
頭
に
溢
れ
て
い
る
孤
児
浮
浪
者
の
群
れ
で
あ
り
ま
し
た
。
日
本
の

復
興
再
建
に
は
青
少
年
の
育
成
が
第
一
で
あ
る
と
感
じ
た
品
川
さ
ん
は
帰
国

早
々
浜
松
市
葵
寮
に
勤
務
し
て
恵
ま
れ
な
い
少
年
達
の
育
成
に
生
涯
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
昭
和
２
２
年
１
２
月
５
人
の
少
年
と
と

も
に
上
京
し
て
上
野
地
下
道
を
宿
と
し
て
靴
磨
き
を
し
て
自
活
す
る
等
幾
多

の
困
難
を
経
て
昭
和
２
３
年
前
橋
市
に
少
年
の
家
の
前
身
で
あ
る
群
馬
県
委

託
児
童
福
祉
施
設
を
発
足
さ
せ
、
昭
和
２
８
年
１
２
月
現
在
の
鐘
の
鳴
る
丘

少
年
の
家
を
設
立
し
、
以
来
今
日
ま
で
多
く
の
孤
児
と
寝
起
き
を
共
に
し
、

我
が
子
の
よ
う
に
面
倒
を
見
て
可
愛
が
り
立
派
な
成
人
と
し
て
世
の
中
に
送

り
出
す
こ
と
を
唯
一
の
願
い
と
し
て
お
り
ま
す
。
品
川
さ
ん
の
お
世
話
に
な
っ

た
上
野
地
下
道
時
代
の
第
一
期
生
５
人
の
少
年
は
、
今
は
み
な
立
派
な
社
会

人
と
な
り
、
中
で
も
大
学
教
授
、
医
学
博
士
、
億
萬
長
者
の
大
会
社
社
長
と

な
っ
た
３
人
の
方
々
も
そ
の
仲
間
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
品
川
さ
ん
の

そ
の
崇
高
に
し
て
立
派
な
信
念
の
も
と
に
今
も
多
く
の
少
年
達
は
逆
境
に
も

め
げ
ず
勉
強
に
励
ん
で
お
り
ま
す
」 

こ
の
記
録
を
読
む
と
、
品
川
さ
ん
は
家
族
の
絆
も
社
会
の
絆
も
失
っ
て
い

た
孤
児
浮
浪
者
の
絆
を
回
復
し
、
住
む
家
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
「
関
係
的

困
窮
」
か
ら
救
い
だ
し
て
い
た
と
感
じ
る
。
戦
後
の
荒
廃
の
中
に
「
絆
」
の

復
活
が
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、「
関
係
的
困
窮
」
が
広
が
る
現
代
日
本

の
今
の
時
代
に
も
奥
田
理
事
長
が
訴
え
る
「
絆
の
制
度
化
」
が
急
が
れ
る
の

か
も
し
れ
な
い
。 

品
川
さ
ん
と
と
も
に
表
彰
さ
れ
た
人
に
和
田
ツ
マ
子
さ
ん
（
大
２
・
１
・

３
０
生
）
が
い
た
。
こ
の
人
は
女
優
で
芸
名
小
暮
実
千
代
で
あ
る
。
戦
後
間

も
な
い
こ
ろ
仕
事
帰
り
に
駅
頭
で
見
か
け
る
浮
浪
孤
児
に
い
つ
も
金
銭
を
恵

ん
で
激
励
し
て
い
た
が
、
品
川
さ
ん
が
園
長
を
勤
め
る
「
鐘
の
鳴
る
丘
少
年

の
家
」
の
後
援
会
長
を
２
０
年
務
め
、
物
心
両
面
の
援
助
を
続
け
た
と
い

う
。
和
田
さ
ん
は
昭
和
４
８
年
９
月
に
は
法
務
大
臣
か
ら
芸
能
人
と
し
て
は

最
初
の
保
護
司
に
発
令
さ
れ
た
。 

女
優
と
い
え
ば
同
じ
年
度
に
本
目
真
理
子
さ
ん
（
昭
和
２
・
３
・
２
１

生
）
が
「
社
会
福
祉
へ
の
貢
献
」
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
本
目
さ
ん
は
、
芸

名
宮
城
ま
り
子
。
昭
和
４
３
年
静
岡
県
小
笠
郡
浜
岡
町
に
私
財
を
投
じ
て
肢

体
不
自
由
児
の
施
設
「
ね
む
の
木
学
園
」
を
設
立
し
、
自
ら
園
長
と
な
っ

た
。
宮
城
ま
り
子
さ
ん
は
私
が
毎
日
新
聞
東
京
本
社
の
社
会
部
長
を
し
て
い

た
平
成
７
年
の
「
記
者
報
告
会
、
い
じ
め
事
件
」
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
る
。
当
時
の
い
じ
め
事
件
に
宮
城
さ
ん
は
心
を
痛
め
、
悲
し
ん

だ
。 「

ね
む
の
木
学
園
」
は
設
立
以
来
、
ず
っ
と
宮
城
さ
ん
の
優
し
さ
に
包
ま

れ
て
、
い
じ
め
な
ど
と
は
無
縁
な
世
界
を
持
続
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

40年のあゆみ  11.3.10 1:16 AM  ページ 17
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 同
じ
年
度
の
表
彰
者
に
は
加
藤
浜
子
さ
ん
（
明
４
３
・
１
０
・
２
７
）
の
名

も
あ
る
。
歌
手
で
芸
名
渡
辺
は
ま
子
さ
ん
は
昭
和
の
初
期
か
ら
有
名
な
歌
手

と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
人
だ
が
、
歌
を
通
じ
て
国
際
親
善
に
努
め
た
。

特
に
第
二
次
大
戦
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
反
日
感
情
を
や
わ
ら
げ
日
比

文
化
交
流
に
成
果
を
あ
げ
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
刑
務
所
か
ら
旧
日
本
軍
兵
士
の

釈
放
に
尽
力
し
た
と
い
う
。 

女
優
、
歌
手
と
い
っ
た
脚
光
を
浴
び
る
人
々
の
中
に
も
「
絆
」
を
大
切
に
す

る
人
が
い
る
こ
と
を
こ
の
年
度
の
記
録
集
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

永
遠
に
残
る
徳 

記
録
集
を
読
み
な
が
ら
私
は
ド
ラ
マ
テ
ッ
ク
な
事
例
や
代
表
的
な
ケ
ー
ス

を
無
意
識
に
探
し
て
い
た
。
し
か
し
読
め
ば
読
む
ほ
ど
ど
の
事
例
に
も
ド
ラ

マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
、
と
感
じ
始
め
て
い
た
。 

子
供
の
育
成
が
国
の
未
来
を
作
る
と
い
う
信
念
か
ら
地
道
に
子
供
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
導
い
た
人
、
世
間
が
な
る
べ
く
関
わ
り
た
く
な
い

と
、
隔
離
に
走
っ
た
ら
い
病
患
者
の
看
護
、
世
話
、
相
談
に
の
っ
た
人
、
雇

用
を
創
出
し
雇
用
を
守
り
、
人
々
に
生
き
る
糧
と
生
き
が
い
を
提
供
し
た
人

な
ど
、
ど
の
人
に
も
素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
自
分
の
想
像
力
の

限
界
や
乏
し
さ
を
嘆
き
、
た
ま
た
ま
自
分
が
勝
手
に
選
ん
だ
表
彰
者
だ
け
取

り
上
げ
て
、
勝
手
な
意
味
付
け
を
す
る
お
こ
が
ま
し
さ
に
私
は
悩
ん
だ
。 

だ
か
ら
こ
の
ま
と
め
は
そ
う
し
た
限
界
と
迷
い
の
中
で
書
か
れ
、
私
の
独

断
と
偏
見
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

さ
て
昭
和
４
８
年
度
の
記
録
集
に
は
２
件
の
特
別
功
労
の
表
彰
が
載
っ
て

い
る
。
１
件
目
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
イ
レ
ネ
オ
・
カ
ブ
レ
ラ
さ
ん
と
ビ
ダ
ル
・

モ
レ
ノ
さ
ん
の
表
彰
。
昭
和
２
０
年
３
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ナ
イ
島
に
上

陸
し
て
き
た
米
軍
と
日
本
軍
の
戦
闘
の
際
、
老
若
婦
女
子
６
０
人
が
捕
虜
と

な
る
こ
と
を
恐
れ
て
集
団
自
決
し
た
。
カ
ブ
レ
ラ
さ
ん
ら
は
日
本
人
幼
児
３

人
を
救
い
出
し
、
安
全
な
場
所
に
か
く
ま
っ
て
、
戦
後
も
家
族
同
様
に
養
育

し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ニ
ラ
を
訪
れ
た
笹
川
会
長
が
二
人
が
幼
児
を
助
け
た
こ

と
に
感
銘
し
、
表
彰
に
至
っ
た
。
も
う
１
件
は
ド
イ
ツ
の
少
年
、
デ
ィ
ー

タ
ー
・
シ
ェ
ル
ツ
ャ
ー
さ
ん
（
１
３
）
が
昭
和
４
８
年
８
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
で
、
日
本
人
２
人
が
遭
難
し
て
助
け
を
求

め
て
い
た
の
を
望
遠
鏡
で
発
見
し
、
警
察
に
知
ら
せ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出

動
し
救
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
。
社
会
貢
献
者
表
彰
は
国
際
的
な
事
例
に
も
当
初

か
ら
目
配
り
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

昭
和
５
０
年
１
２
月
１
０
日
、
港
区
三
田
の
笹
川
記
念
会
館
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
た
表
彰
式
典
で
、
日
本
顕
彰
会
の
笹
川
良
一
会
長
が
行
っ
た
あ
い

さ
つ
の
中
に
こ
ん
な
印
象
的
な
く
だ
り
が
あ
る
。 

「
私
は
、
毎
日
一
つ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
自
分
の
心
に
申
し

聞
か
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
ど
も
人
間
は
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
一

秒
た
り
と
も
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
く
、
墓
場
に
向
か
っ
て
進
ん
で
お
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
何
が
価
値
高
い
も
の
か
と
申
せ
ば
、
人
間
と
い
う
も

の
は
錯
覚
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
多
く
の
金
を
出
し
た
も
の
が
価
値
高
い
も
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
番
価
値
高
い
も
の
は
、
金
で
買
え
な

い
空
気
で
あ
り
、
水
で
あ
り
、
時
間
で
あ
り
、
太
陽
で
あ
り
ま
す
。
特
に
時

間
と
い
う
も
の
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
金
銀
財
宝
を
山
ほ
ど
持
っ

て
お
り
ま
し
て
も
、
死
ね
ば
そ
の
瞬
間
に
、
わ
れ
わ
れ
の
か
ら
だ
か
ら
離
れ

て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
は
私
は
執
着
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
た
だ
残
る
も
の
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
善
を
行
い
、
徳
を
積
ん
だ

そ
の
徳
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
何
人
も
と
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
し
か
も
永
遠
に
残
る
と
こ
ろ
の
徳
を
積
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
こ
そ
、
私
は
だ
れ
よ
り
も
尊
敬
い
た
す
も
の
で
あ

り
ま
す
」 
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 同
じ
年
度
の
表
彰
者
に
は
加
藤
浜
子
さ
ん
（
明
４
３
・
１
０
・
２
７
）
の
名

も
あ
る
。
歌
手
で
芸
名
渡
辺
は
ま
子
さ
ん
は
昭
和
の
初
期
か
ら
有
名
な
歌
手

と
し
て
広
く
親
し
ま
れ
て
き
た
人
だ
が
、
歌
を
通
じ
て
国
際
親
善
に
努
め
た
。

特
に
第
二
次
大
戦
に
よ
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
民
の
反
日
感
情
を
や
わ
ら
げ
日
比

文
化
交
流
に
成
果
を
あ
げ
、
モ
ン
テ
ン
ル
パ
刑
務
所
か
ら
旧
日
本
軍
兵
士
の

釈
放
に
尽
力
し
た
と
い
う
。 

女
優
、
歌
手
と
い
っ
た
脚
光
を
浴
び
る
人
々
の
中
に
も
「
絆
」
を
大
切
に
す

る
人
が
い
る
こ
と
を
こ
の
年
度
の
記
録
集
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
た
。 

永
遠
に
残
る
徳 

記
録
集
を
読
み
な
が
ら
私
は
ド
ラ
マ
テ
ッ
ク
な
事
例
や
代
表
的
な
ケ
ー
ス

を
無
意
識
に
探
し
て
い
た
。
し
か
し
読
め
ば
読
む
ほ
ど
ど
の
事
例
に
も
ド
ラ

マ
が
隠
さ
れ
て
い
る
、
と
感
じ
始
め
て
い
た
。 

子
供
の
育
成
が
国
の
未
来
を
作
る
と
い
う
信
念
か
ら
地
道
に
子
供
た
ち
に

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
教
え
導
い
た
人
、
世
間
が
な
る
べ
く
関
わ
り
た
く
な
い

と
、
隔
離
に
走
っ
た
ら
い
病
患
者
の
看
護
、
世
話
、
相
談
に
の
っ
た
人
、
雇

用
を
創
出
し
雇
用
を
守
り
、
人
々
に
生
き
る
糧
と
生
き
が
い
を
提
供
し
た
人

な
ど
、
ど
の
人
に
も
素
晴
ら
し
い
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
る
。
自
分
の
想
像
力
の

限
界
や
乏
し
さ
を
嘆
き
、
た
ま
た
ま
自
分
が
勝
手
に
選
ん
だ
表
彰
者
だ
け
取

り
上
げ
て
、
勝
手
な
意
味
付
け
を
す
る
お
こ
が
ま
し
さ
に
私
は
悩
ん
だ
。 

だ
か
ら
こ
の
ま
と
め
は
そ
う
し
た
限
界
と
迷
い
の
中
で
書
か
れ
、
私
の
独

断
と
偏
見
に
影
響
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。 

さ
て
昭
和
４
８
年
度
の
記
録
集
に
は
２
件
の
特
別
功
労
の
表
彰
が
載
っ
て

い
る
。
１
件
目
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
の
イ
レ
ネ
オ
・
カ
ブ
レ
ラ
さ
ん
と
ビ
ダ
ル
・

モ
レ
ノ
さ
ん
の
表
彰
。
昭
和
２
０
年
３
月
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
パ
ナ
イ
島
に
上

陸
し
て
き
た
米
軍
と
日
本
軍
の
戦
闘
の
際
、
老
若
婦
女
子
６
０
人
が
捕
虜
と

な
る
こ
と
を
恐
れ
て
集
団
自
決
し
た
。
カ
ブ
レ
ラ
さ
ん
ら
は
日
本
人
幼
児
３

人
を
救
い
出
し
、
安
全
な
場
所
に
か
く
ま
っ
て
、
戦
後
も
家
族
同
様
に
養
育

し
た
の
だ
っ
た
。
マ
ニ
ラ
を
訪
れ
た
笹
川
会
長
が
二
人
が
幼
児
を
助
け
た
こ

と
に
感
銘
し
、
表
彰
に
至
っ
た
。
も
う
１
件
は
ド
イ
ツ
の
少
年
、
デ
ィ
ー

タ
ー
・
シ
ェ
ル
ツ
ャ
ー
さ
ん
（
１
３
）
が
昭
和
４
８
年
８
月
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
・
ア
ル
プ
ス
の
ア
イ
ガ
ー
北
壁
で
、
日
本
人
２
人
が
遭
難
し
て
助
け
を
求

め
て
い
た
の
を
望
遠
鏡
で
発
見
し
、
警
察
に
知
ら
せ
て
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
出

動
し
救
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
。
社
会
貢
献
者
表
彰
は
国
際
的
な
事
例
に
も
当
初

か
ら
目
配
り
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

昭
和
５
０
年
１
２
月
１
０
日
、
港
区
三
田
の
笹
川
記
念
会
館
国
際
会
議
場

で
開
か
れ
た
表
彰
式
典
で
、
日
本
顕
彰
会
の
笹
川
良
一
会
長
が
行
っ
た
あ
い

さ
つ
の
中
に
こ
ん
な
印
象
的
な
く
だ
り
が
あ
る
。 

「
私
は
、
毎
日
一
つ
の
こ
と
を
繰
り
返
し
、
繰
り
返
し
自
分
の
心
に
申
し

聞
か
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
ど
も
人
間
は
、
生
ま
れ
た
瞬
間
か
ら
一

秒
た
り
と
も
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
な
く
、
墓
場
に
向
か
っ
て
進
ん
で
お
る
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
何
が
価
値
高
い
も
の
か
と
申
せ
ば
、
人
間
と
い
う
も

の
は
錯
覚
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
多
く
の
金
を
出
し
た
も
の
が
価
値
高
い
も
の

だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
番
価
値
高
い
も
の
は
、
金
で
買
え
な

い
空
気
で
あ
り
、
水
で
あ
り
、
時
間
で
あ
り
、
太
陽
で
あ
り
ま
す
。
特
に
時

間
と
い
う
も
の
は
大
切
で
あ
り
ま
す
。
ど
ん
な
に
金
銀
財
宝
を
山
ほ
ど
持
っ

て
お
り
ま
し
て
も
、
死
ね
ば
そ
の
瞬
間
に
、
わ
れ
わ
れ
の
か
ら
だ
か
ら
離
れ

て
い
く
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
も
の
に
は
私
は
執
着
が
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
た
だ
残
る
も
の
は
、
世
の
た
め
人
の
た
め
に
善
を
行
い
、
徳
を
積
ん
だ

そ
の
徳
だ
け
で
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
そ
の
何
人
も
と
る
こ
と
の
で
き
な

い
、
し
か
も
永
遠
に
残
る
と
こ
ろ
の
徳
を
積
ん
で
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
あ
り

ま
す
。
そ
う
い
う
人
た
ち
こ
そ
、
私
は
だ
れ
よ
り
も
尊
敬
い
た
す
も
の
で
あ

り
ま
す
」 

こ
の
笹
川
会
長
の
あ
い
さ
つ
を
読
ん
で
私
は
と
て
も
共
感
し
、
こ
の
４
０

年
間
の
表
彰
事
業
の
根
底
に
流
れ
て
い
る
精
神
を
感
じ
た
。「
人
間
は
何
も

持
っ
て
死
ね
な
い
。
死
ぬ
時
は
全
て
神
様
に
お
返
し
す
る
の
だ
。
だ
か
ら
生

き
て
い
る
間
に
何
を
す
る
か
が
大
事
だ
」
と
い
う
の
が
ず
っ
と
私
が
信
条
に

し
て
き
た
こ
と
だ
っ
た
。 

で
は
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
４
８
、
９
年
度
の
表
彰
を
受
け
た
人
々
の
徳
を
見

て
い
き
た
い
。
ま
ず
は
「
赤
ひ
げ
先
生
」
達
が
日
本
全
国
の
へ
き
地
や
離
島
、

農
村
地
帯
で
地
域
の
医
療
を
支
え
て
い
る
。
そ
の
中
の
一
人
、
若
月
俊
一
先

生
（
明
４
３
・
６
・
２
６
生
）
は
と
て
も
懐
か
し
い
名
前
だ
。
記
録
集
に
は

「
長
い
間
長
野
県
下
で
病
院
長
や
農
村
医
学
研
究
所
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
て
い
た
農
村
の
保
健
と
医
療

問
題
に
つ
い
て
の
研
究
に
従
事
さ
れ
、
農
夫
症
や
農
薬
な
ど
農
村
特
有
の
問

題
を
解
明
し
て
農
村
に
働
く
人
達
の
健
康
の
増
進
に
努
め
、
産
業
の
発
展
に

大
き
な
貢
献
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
若
月
さ
ん
は
国
際
的
に
も
学
界
に
貢
献

し
、
昭
和
４
４
年
に
は
第
４
回
国
際
農
村
医
学
会
を
日
本
で
開
催
し
て
そ
の

学
会
長
を
つ
と
め
、
昭
和
４
８
年
秋
の
第
１
回
ア
ジ
ア
農
村
医
学
会
議
を
こ

れ
ま
た
日
本
で
開
催
し
て
ア
ジ
ア
特
有
の
疾
病
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
を
発

表
す
る
な
ど
農
村
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
業
績
が
極
め
て
大
き
い
と
い
え
ま

す
」
と
あ
る
。 

佐
久
総
合
病
院
に
昭
和
４
５
、
６
年
こ
ろ
若
月
先
生
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ

る
。
同
病
院
は
検
診
の
巡
回
車
を
野
辺
山
高
原
な
ど
医
療
過
疎
地
に
派
遣
し

て
、
若
月
先
生
を
は
じ
め
若
い
医
者
か
ら
看
護
師
ま
で
農
村
医
療
に
燃
え
て

い
た
。
こ
の
た
め
長
野
県
内
で
も
佐
久
地
方
は
医
療
水
準
が
あ
が
り
、
注
目

さ
れ
て
い
た
。
駆
け
出
し
の
新
聞
記
者
だ
っ
た
私
は
そ
う
し
た
活
動
を
日
本

全
国
に
知
ら
せ
た
い
と
取
材
し
た
の
だ
っ
た
が
、
う
ま
く
ま
と
め
き
れ
ず
大

き
な
記
事
に
し
そ
こ
な
っ
た
記
憶
が
あ
る
。 

若
月
先
生
は
農
村
医
療
の
話
の
他
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
の
枯
葉
剤
に
よ
る

新
生
児
の
障
害
に
つ
い
て
、
真
剣
に
語
ら
れ
た
こ
と
が
と
て
も
印
象
的
だ
っ

た
。
シ
ャ
ム
双
生
児
の
ド
ク
ち
ゃ
ん
ベ
ト
ち
ゃ
ん
の
よ
う
な
枯
葉
剤
の
影
響

の
出
た
写
真
を
現
地
に
行
っ
て
沢
山
撮
っ
て
お
ら
れ
た
。
農
薬
に
つ
い
て
農

作
業
を
す
る
人
た
ち
へ
の
影
響
を
研
究
し
て
い
た
こ
と
が
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

の
後
遺
症
へ
の
関
心
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
だ
っ
た
。 

岐
阜
県
本
巣
郡
根
尾
村
で
診
療
所
長
を
勤
め
た
黒
川
栄
さ
ん
（
明
４
３
・

２
・
５
生
）
も
赤
ひ
げ
先
生
だ
。
昭
和
４
２
年
２
月
１
２
日
、「
県
境
の
奥

地
で
不
全
流
産
で
出
血
多
量
に
よ
る
死
の
危
険
が
あ
る
患
者
が
出
た
」
と
い

う
知
ら
せ
が
届
い
た
。
黒
川
所
長
は
吹
雪
の
中
１
メ
ー
ト
ル
の
積
雪
を
か
き

分
け
５
時
間
半
も
歩
い
て
患
者
宅
に
た
ど
り
つ
い
た
。
午
前
２
時
半
に
手
術

を
終
え
て
無
事
、
患
者
の
命
を
取
り
留
め
た
が
、
往
復
４
０
キ
ロ
の
決
死
的

往
診
だ
っ
た
。
日
本
の
へ
き
地
医
療
は
こ
う
し
た
医
師
に
支
え
ら
れ
て
い
た

の
だ
っ
た
。
ま
た
看
護
師
や
助
産
婦
の
人
々
も
山
間
僻
地
で
し
っ
か
り
働
い

て
、
赤
ひ
げ
先
生
に
劣
ら
ぬ
活
躍
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
。 

表
彰
者
で
目
立
つ
の
は
理
容
業
の
人
が
身
体
障
害
児
や
知
的
障
害
児
の
施

設
や
養
護
施
設
、
福
祉
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
て
髪
の
毛
を
刈
っ
て
喜
ば

れ
て
い
る
こ
と
だ
。
ま
た
寿
司
屋
さ
ん
が
様
々
な
施
設
に
行
っ
て
「
今
日
は

腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
く
だ
さ
い
」
と
無
料
の
出
前
握
り
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス

も
多
い
。
最
初
は
店
の
経
営
者
だ
け
が
行
っ
て
い
た
ら
従
業
員
全
員
が
「
私

も
参
加
し
ま
す
」
と
、
毎
月
総
出
で
施
設
を
訪
問
し
て
寿
司
を
握
っ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。
中
華
の
無
料
出
前
も
表
彰
さ
れ
て
い
た
。 

お
寺
の
住
職
や
神
社
の
宮
司
さ
ん
が
、
境
内
を
開
放
し
て
様
々
な
社
会
貢

献
を
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、
地
域
社
会
に
根
付
い
た
宗
教
家
の
存
在
感

が
か
つ
て
は
し
っ
か
り
し
て
い
た
こ
と
も
う
か
が
え
た
。 

経
済
繁
栄
よ
り
心
豊
か
な
国
を 
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 松
山
市
柳
井
町
の
法
龍
寺
住
職
、
栗
田
伸
美
さ
ん
（
大
１
３
・
１
１
・
１
生
）

は
自
分
が
里
子
と
し
て
養
育
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
２
８
年
か
ら
１

６
人
の
里
親
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
養
育
。
さ
ら
に
財
団
法
人
全
国
里
親
会

の
理
事
な
ど
も
務
め
て
里
親
運
動
を
広
め
た
こ
と
で
表
彰
さ
れ
た
。
昭
和
５

０
年
の
記
録
集
に
は
戦
災
孤
児
な
ど
を
引
き
取
っ
た
里
親
の
記
録
が
沢
山
載
っ

て
い
る
。 

平
成
２
２
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
が
続
い
た
。
１
０
０
歳
以
上
の
所
在
不

明
者
が
続
々
と
判
明
す
る
中
で
、
高
齢
者
が
熱
中
症
で
死
ぬ
な
ど
、
日
本
が

高
齢
社
会
化
に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
日

本
が
ど
の
よ
う
な
国
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
政
治
も
ま
た
混
迷
の
度
合
い

を
強
め
、
熱
帯
夜
の
寝
苦
し
さ
は
増
す
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
大
阪
で
は
離
婚

し
た
２
３
歳
の
母
親
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
二
人
の
幼
児
が
食
事
も
水
も
与

え
ら
れ
な
い
ま
ま
死
ぬ
と
い
う
む
ご
い
事
件
が
起
き
た
。 

逮
捕
さ
れ
た
母
親
の
親
と
し
て
の
責
任
感
の
な
さ
に
唖
然
と
す
る
。
精
神

鑑
定
も
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
母
親
だ
け
の
問
題
だ
ろ
う
か
。
離
婚
し
て
二
人

の
幼
児
を
抱
え
て
若
い
女
性
が
生
き
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
就
職
を
す
る
の
は
ま
ず
無
理
だ
し
、
風
俗
関
係
の
店
で
働
い

て
お
れ
ば
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
果
て
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
時
に
子
供
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
の
恐
ろ
し
い
結
末
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。 

問
題
は
そ
う
し
た
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
に
あ
る
と
き
、
救
い
の
手
が
あ

る
か
ど
う
か
だ
。「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
め
な
い
」
な
ど
の
理
由
を
つ

け
て
行
政
は
及
び
腰
だ
。
児
童
虐
待
や
高
齢
者
の
所
在
確
認
で
す
ら
後
手
後

手
に
回
る
の
だ
か
ら
、
母
子
家
庭
へ
の
相
談
や
援
助
が
ま
っ
と
う
に
行
わ
れ

る
の
は
よ
ほ
ど
担
当
者
の
覚
悟
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今
、

行
政
の
隙
間
を
埋
め
て
き
た
里
親
の
よ
う
な
民
間
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

ま
で
が
ほ
こ
ろ
び
て
い
る
と
感
ず
る
。 

平
成
１
３
年
度
表
彰
式
典
祝
賀
会
で
日
本
財
団
の
笹
川
陽
平
理
事
長
（
現

会
長
）
は
昭
和
４
６
年
５
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
平
成
１
３
年
８
月
２
７
日

に
日
本
顕
彰
会
か
ら
社
会
貢
献
支
援
財
団
と
な
っ
た
財
団
の
設
立
の
趣
旨
に

つ
い
て
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
経
済
で
栄
え
、
精
神
的
な
も
の
で
滅
ん
で
い

く
国
に
な
る
。
日
本
の
国
の
良
き
伝
統
、
良
き
習
わ
し
、
良
き
習
慣
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
、
社
会
の
た
め
に

黙
々
と
働
い
て
い
る
方
々
を
激
励
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
来
か
ら
持
っ
て

い
る
日
本
人
の
良
さ
を
発
揮
し
、
単
に
お
金
だ
け
で
は
な
い
心
の
豊
か
な
日

本
国
を
国
民
が
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。 

精
神
的
な
も
の
が
滅
ん
だ
場
合
、
経
済
だ
け
が
栄
え
る
こ
と
は
無
理
で
は

な
い
か
。
子
供
す
ら
守
れ
な
い
日
本
の
経
済
的
発
展
な
ど
は
あ
り
得
な
い
と

思
う
の
だ
。 

今
の
日
本
は
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
だ
が
強
い
も
の
豊
か
な
人
が

社
会
貢
献
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

記
録
集
に
よ
る
と
、
米
沢
市
の
内
藤
ま
つ
さ
ん
（
明
３
３
・
４
・
１
生
）

は
若
い
こ
ろ
病
気
の
た
め
両
眼
を
失
明
し
た
が
、
二
人
の
子
供
を
育
て
あ

げ
、
４
０
数
年
の
光
を
失
っ
た
生
活
の
中
、「
何
か
世
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
」
と
、
雑
巾
作
り
を
続
け
、
小
中
学
校
や
公
民
館
に
寄
付
し
続
け
た
と
い

う
。 大

和
市
の
伊
東
才
冶
さ
ん
（
大
１
２
・
５
・
１
７
生
）
は
戦
争
で
左
眼
を

失
明
し
た
身
障
者
だ
が
、
二
級
建
築
士
の
仕
事
の
他
、
市
内
１
２
０
０
名
の

心
身
障
害
児
を
一
人
一
人
訪
ね
て
激
励
す
る
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
る
。 

内
藤
さ
ん
も
伊
東
さ
ん
も
自
分
が
身
障
者
で
あ
る
こ
と
を
不
幸
に
思
う
よ

り
、
人
の
た
め
に
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
や
っ
た
の
だ
。
自
分
の
幸
福
ば
か

り
追
い
求
め
る
と
人
は
不
幸
に
な
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
感
謝
さ
れ
、

幸
せ
に
な
れ
る
が
、
現
代
の
風
潮
は
「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
人
々
の
顔
が
輝
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 
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 松
山
市
柳
井
町
の
法
龍
寺
住
職
、
栗
田
伸
美
さ
ん
（
大
１
３
・
１
１
・
１
生
）

は
自
分
が
里
子
と
し
て
養
育
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
昭
和
２
８
年
か
ら
１

６
人
の
里
親
と
な
り
、
子
供
た
ち
を
養
育
。
さ
ら
に
財
団
法
人
全
国
里
親
会

の
理
事
な
ど
も
務
め
て
里
親
運
動
を
広
め
た
こ
と
で
表
彰
さ
れ
た
。
昭
和
５

０
年
の
記
録
集
に
は
戦
災
孤
児
な
ど
を
引
き
取
っ
た
里
親
の
記
録
が
沢
山
載
っ

て
い
る
。 

平
成
２
２
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
が
続
い
た
。
１
０
０
歳
以
上
の
所
在
不

明
者
が
続
々
と
判
明
す
る
中
で
、
高
齢
者
が
熱
中
症
で
死
ぬ
な
ど
、
日
本
が

高
齢
社
会
化
に
対
応
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
き
た
。
日

本
が
ど
の
よ
う
な
国
を
目
指
し
て
い
る
の
か
、
政
治
も
ま
た
混
迷
の
度
合
い

を
強
め
、
熱
帯
夜
の
寝
苦
し
さ
は
増
す
ば
か
り
だ
。
そ
し
て
大
阪
で
は
離
婚

し
た
２
３
歳
の
母
親
に
置
き
去
り
に
さ
れ
た
二
人
の
幼
児
が
食
事
も
水
も
与

え
ら
れ
な
い
ま
ま
死
ぬ
と
い
う
む
ご
い
事
件
が
起
き
た
。 

逮
捕
さ
れ
た
母
親
の
親
と
し
て
の
責
任
感
の
な
さ
に
唖
然
と
す
る
。
精
神

鑑
定
も
行
わ
れ
る
が
、
そ
の
母
親
だ
け
の
問
題
だ
ろ
う
か
。
離
婚
し
て
二
人

の
幼
児
を
抱
え
て
若
い
女
性
が
生
き
て
い
く
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
。

ち
ゃ
ん
と
し
た
就
職
を
す
る
の
は
ま
ず
無
理
だ
し
、
風
俗
関
係
の
店
で
働
い

て
お
れ
ば
、
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
疲
れ
果
て
て
く
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し

た
時
に
子
供
を
置
き
去
り
に
す
る
こ
と
の
恐
ろ
し
い
結
末
を
想
像
す
る
こ
と

が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。 

問
題
は
そ
う
し
た
追
い
詰
め
ら
れ
た
状
況
に
あ
る
と
き
、
救
い
の
手
が
あ

る
か
ど
う
か
だ
。「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
踏
み
込
め
な
い
」
な
ど
の
理
由
を
つ

け
て
行
政
は
及
び
腰
だ
。
児
童
虐
待
や
高
齢
者
の
所
在
確
認
で
す
ら
後
手
後

手
に
回
る
の
だ
か
ら
、
母
子
家
庭
へ
の
相
談
や
援
助
が
ま
っ
と
う
に
行
わ
れ

る
の
は
よ
ほ
ど
担
当
者
の
覚
悟
が
決
ま
っ
て
い
る
場
合
だ
ろ
う
。
そ
し
て
今
、

行
政
の
隙
間
を
埋
め
て
き
た
里
親
の
よ
う
な
民
間
の
セ
イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト

ま
で
が
ほ
こ
ろ
び
て
い
る
と
感
ず
る
。 

平
成
１
３
年
度
表
彰
式
典
祝
賀
会
で
日
本
財
団
の
笹
川
陽
平
理
事
長
（
現

会
長
）
は
昭
和
４
６
年
５
月
１
日
に
設
立
さ
れ
、
平
成
１
３
年
８
月
２
７
日

に
日
本
顕
彰
会
か
ら
社
会
貢
献
支
援
財
団
と
な
っ
た
財
団
の
設
立
の
趣
旨
に

つ
い
て
「
こ
れ
か
ら
の
日
本
は
経
済
で
栄
え
、
精
神
的
な
も
の
で
滅
ん
で
い

く
国
に
な
る
。
日
本
の
国
の
良
き
伝
統
、
良
き
習
わ
し
、
良
き
習
慣
を
通
じ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
に
応
じ
て
、
社
会
の
た
め
に

黙
々
と
働
い
て
い
る
方
々
を
激
励
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
古
来
か
ら
持
っ
て

い
る
日
本
人
の
良
さ
を
発
揮
し
、
単
に
お
金
だ
け
で
は
な
い
心
の
豊
か
な
日

本
国
を
国
民
が
作
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。 

精
神
的
な
も
の
が
滅
ん
だ
場
合
、
経
済
だ
け
が
栄
え
る
こ
と
は
無
理
で
は

な
い
か
。
子
供
す
ら
守
れ
な
い
日
本
の
経
済
的
発
展
な
ど
は
あ
り
得
な
い
と

思
う
の
だ
。 

今
の
日
本
は
所
得
格
差
が
拡
大
し
て
い
る
。
だ
が
強
い
も
の
豊
か
な
人
が

社
会
貢
献
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。 

記
録
集
に
よ
る
と
、
米
沢
市
の
内
藤
ま
つ
さ
ん
（
明
３
３
・
４
・
１
生
）

は
若
い
こ
ろ
病
気
の
た
め
両
眼
を
失
明
し
た
が
、
二
人
の
子
供
を
育
て
あ

げ
、
４
０
数
年
の
光
を
失
っ
た
生
活
の
中
、「
何
か
世
の
た
め
に
な
る
こ
と

を
」
と
、
雑
巾
作
り
を
続
け
、
小
中
学
校
や
公
民
館
に
寄
付
し
続
け
た
と
い

う
。 大

和
市
の
伊
東
才
冶
さ
ん
（
大
１
２
・
５
・
１
７
生
）
は
戦
争
で
左
眼
を

失
明
し
た
身
障
者
だ
が
、
二
級
建
築
士
の
仕
事
の
他
、
市
内
１
２
０
０
名
の

心
身
障
害
児
を
一
人
一
人
訪
ね
て
激
励
す
る
こ
と
を
日
課
と
し
て
い
る
。 

内
藤
さ
ん
も
伊
東
さ
ん
も
自
分
が
身
障
者
で
あ
る
こ
と
を
不
幸
に
思
う
よ

り
、
人
の
た
め
に
自
分
が
出
来
る
こ
と
を
や
っ
た
の
だ
。
自
分
の
幸
福
ば
か

り
追
い
求
め
る
と
人
は
不
幸
に
な
り
、
人
の
た
め
に
尽
く
す
と
感
謝
さ
れ
、

幸
せ
に
な
れ
る
が
、
現
代
の
風
潮
は
「
自
分
さ
え
よ
け
れ
ば
」
に
な
っ
て
い

る
た
め
、
人
々
の
顔
が
輝
い
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

昭
和
４
９
年
度
の
記
録
集
を
眺
め
て
い
た
ら
、
懐
か
し
い
顔
を
発
見
し
た
。

東
京
都
練
馬
区
北
町
の
町
田
欣
一
さ
ん
（
大
１
４
・
８
・
１
生
）
だ
。
昭
和

２
３
年
か
ら
４
９
年
ま
で
警
視
庁
の
筆
跡
鑑
定
や
心
理
学
者
と
し
て
勤
め
た

町
田
さ
ん
は
「
特
に
連
合
赤
軍
の
浅
間
山
荘
事
件
、
日
航
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
事

件
な
ど
重
要
事
件
に
際
し
て
は
犯
人
の
説
得
に
大
き
な
効
果
を
あ
げ
、
更
に

は
ル
バ
ン
グ
島
の
小
野
田
さ
ん
救
出
活
動
に
も
陰
の
大
き
な
力
と
な
り
ま
し

た
」
と
あ
る
。
事
件
記
者
の
こ
ろ
よ
く
夜
討
ち
朝
駆
け
で
自
宅
に
押
し
掛
け

た
が
、
厭
な
顔
ひ
と
つ
さ
れ
ず
に
応
対
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。 

こ
の
年
度
で
は
千
葉
県
市
原
市
の
鈴
木
紀
夫
さ
ん
（
昭
２
４
・
４
・
２
５

生
）
が
や
は
り
小
野
田
元
少
尉
捜
索
で
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
さ
ん
は
国

が
長
年
、
多
く
の
費
用
、
人
員
を
動
員
し
て
元
日
本
兵
の
捜
索
を
し
て
い
る

も
の
の
目
的
を
達
成
で
き
な
い
中
、
意
を
決
し
て
単
身
ひ
そ
か
に
ル
バ
ン
グ

島
に
渡
り
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
で
テ
ン
ト
生
活
を
始
め
、
数
日
で
小
野
田
さ

ん
と
の
出
会
い
に
成
功
し
た
の
だ
っ
た
。 

鈴
木
さ
ん
は
小
野
田
さ
ん
の
写
真
を
撮
影
し
、
情
報
を
集
め
た
上
で
、
捜

索
隊
員
や
現
地
政
府
に
連
絡
な
ど
適
切
な
処
置
を
し
て
小
野
田
さ
ん
の
救
出

に
つ
な
げ
た
。 

同
年
度
に
は
４
月
７
日
に
胃
が
ん
で
な
く
な
っ
た
臼
井
銀
次
郎
さ
ん
（
大

８
・
５
・
４
生
）
が
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
臼
井
さ
ん
は
松
戸
市
の
「
す
ぐ
や

る
課
」
の
初
代
課
長
。
最
近
の
高
齢
者
が
所
在
不
明
に
な
っ
た
ま
ま
、
年
金

が
支
払
わ
れ
て
い
た
り
す
る
事
態
が
相
次
ぐ
と
、
も
う
一
度
「
す
ぐ
や
る
課
」

を
日
本
全
国
の
自
治
体
に
設
置
す
べ
き
だ
と
感
じ
る
。 

社
会
貢
献
支
援
財
団
の
評
議
員
会
で
、
時
々
、
表
彰
の
意
味
に
つ
い
て
議

論
す
る
こ
と
が
あ
る
。
時
代
と
と
も
に
社
会
貢
献
の
形
が
変
わ
っ
て
き
た
り

す
る
と
い
う
問
題
意
識
か
ら
だ
。
官
庁
主
導
の
社
会
貢
献
で
は
な
く
民
間
と

し
て
ど
の
よ
う
に
社
会
貢
献
を
定
義
す
る
か
を
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
ン
と
は
違
う
我
々
、
日
本
人
と
い
う
人
間
集
団
が
共

有
し
て
い
る
価
値
感
で
、
現
実
的
実
際
的
に
表
彰
事
業
を
運
営
し
た
い
の
で

議
論
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
日
下
会
長
は
問
題
提
起
し
て
い
る
。 

「
水
戸
黄
門
が
い
う
親
孝
行
は
偽
善
的
と
い
う
人
が
い
る
が
、
偽
善
で
も

親
孝
行
は
良
い
と
い
う
政
治
的
判
断
が
あ
っ
て
も
い
い
」
と
か
「
米
国
に
は

民
間
人
に
対
す
る
勲
章
は
な
い
。
軍
人
だ
け
」「
米
国
に
は
ピ
ュ
ー
リ
ッ
ア
ー

賞
と
か
オ
ス
カ
ー
賞
の
よ
う
な
賞
が
と
て
も
多
い
」「
た
ま
た
ま
人
命
救
助

し
た
人
と
、
何
十
年
も
縁
の
下
の
力
持
ち
の
社
会
貢
献
し
た
人
と
の
違
い
は

何
か
」「
人
命
救
助
は
た
ま
た
ま
で
も
自
分
の
命
を
か
け
た
人
の
勇
気
に
は

頭
が
下
が
る
」
な
ど
議
論
は
尽
き
な
い
。
日
下
会
長
は
「
多
少
、
物
議
を
か

も
し
て
も
大
胆
に
表
彰
し
て
行
こ
う
」
と
の
方
針
だ
。 

社
会
貢
献
支
援
財
団
が
４
０
年
間
積
み
上
げ
て
き
た
表
彰
は
実
は
ま
す
ま

す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
た
ま
に
「
ほ
め
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
と
い
う
理
由
で
表
彰
辞
退
が
あ

る
。 今

の
時
代
は
有
名
な
こ
と
が
幅
を
利
か
せ
、
有
名
に
な
り
た
が
る
傾
向
が

あ
る
が
、
ま
っ
た
く
正
反
対
の
精
神
だ
。
人
に
ほ
め
て
も
ら
わ
ず
に
、
人
に

評
価
さ
れ
よ
う
が
さ
れ
ま
い
が
や
る
べ
き
こ
と
を
や
る
と
い
う
精
神
は
本
当

に
す
ご
い
と
思
う
。
あ
る
精
神
科
医
の
人
が
「
自
分
は
真
剣
に
勉
強
し
、
外

国
に
も
留
学
し
て
、
最
先
端
の
精
神
科
医
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
れ
は
評

価
さ
れ
ず
、
テ
レ
ビ
に
出
た
ら
周
り
か
ら
す
ご
い
ね
と
言
わ
れ
た
。
今
の
時

代
は
テ
レ
ビ
に
出
て
有
名
に
な
る
こ
と
が
も
て
は
や
さ
れ
て
い
る
が
、
お
か

し
い
」
と
い
う
趣
旨
の
発
言
を
し
て
い
た
が
ま
っ
た
く
同
感
だ
。 

政
治
家
に
し
て
も
テ
レ
ビ
に
出
て
ワ
ー
ワ
ー
騒
い
で
い
る
人
が
顔
を
知
ら

れ
選
挙
に
強
く
て
偉
い
よ
う
に
思
わ
れ
て
い
る
が
、
本
当
は
地
道
に
政
策
を

有
名
に
な
り
た
が
ら
な
い
人
々 
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 研
究
し
て
議
員
立
法
す
る
よ
う
な
政
治
家
が
評
価
さ
れ
な
い
と
駄
目
だ
と
思

う
。
米
国
に
は
上
下
両
院
議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
投
票
行
動
や
議
員
立
法
の

活
動
を
調
べ
て
評
価
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。 

日
本
で
は
人
気
者
が
偉
い
と
い
う
風
潮
で
、
小
中
学
校
で
も
真
面
目
な
子

よ
り
、
イ
ケ
メ
ン
と
か
皆
を
笑
わ
せ
る
子
が
も
て
は
や
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ
の

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
自
分
の
専
門
外
で
も
コ
メ
ン
ト
し
て
し
ま
う
。「
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
自
分
の
専
門
で
は
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
ま

す
」
と
い
っ
た
謙
虚
な
人
は
排
除
さ
れ
、
筋
書
き
通
り
に
上
手
に
喋
る
人
が

大
手
を
振
っ
て
ま
か
り
通
る
。
な
に
や
ら
日
本
は
軽
重
浮
薄
な
様
相
を
深
め

て
い
る
の
だ
。 

そ
う
し
た
日
本
の
現
状
に
あ
っ
て
社
会
貢
献
表
彰
は
「
ほ
め
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
と
い
う
謙
虚
で
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
る
人
々
を
発
見
し
て
、
す
こ
し
で
も
世
間
に
「
こ
う
し
た
人
々
が
実

は
世
の
中
を
支
え
て
い
る
の
だ
」
と
知
ら
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

昭
和
５
３
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
高
橋
昌
彦
さ
ん
（
大
９
・
４
・
８
生
、
東

京
都
練
馬
区
上
石
神
井
）
は
自
分
の
子
供
を
小
児
が
ん
で
奪
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
子
供
を
が
ん
か
ら
守
る
活
動
を
始
め
た
。
壁
谷
正
敏
さ
ん
（
昭
８
・
７
・

２
９
生
、
愛
知
県
江
南
市
）
は
一
人
息
子
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
に
お
か

さ
れ
た
こ
と
か
ら
（
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
の
創
立
に
尽
力
し
、

息
子
を
失
っ
た
あ
と
も
地
域
福
祉
に
邁
進
し
た
。
記
録
集
に
は
自
分
の
家
族

を
守
る
闘
い
か
ら
社
会
貢
献
に
進
ん
だ
例
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
多
々
良
友
彦
さ
ん
（
昭
５
・
１
０
・
２
５
生
、
静
岡
市
）
は
、
自
分

が
突
然
、
全
盲
に
な
っ
た
こ
と
を
克
服
し
た
人
生
か
ら
障
害
者
の
施
設
「
静

岡
光
の
家
協
会
」
を
設
立
し
た
。
多
々
良
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
が
ハ
ン
デ
を

抱
え
た
人
の
社
会
貢
献
の
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

持
続
す
る
情
熱 

記
録
集
を
読
ん
で
い
て
す
ご
い
な
と
思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
貢
献
活
動
が
長
い
こ
と
継
続
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
人
は
誰
で
も

「
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
」
と
か
「
こ
れ
を
実
現
し
た
い
」
と
思
う
が
、
た

い
て
い
は
一
時
的
な
情
熱
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
持
続
す
る
情
熱
を

持
っ
た
人
が
、
何
か
を
達
成
し
て
お
り
、
人
に
感
動
を
与
え
る
の
だ
。 

平
成
３
年
に
特
別
表
彰
さ
れ
た
歌
手
、
俳
優
と
し
て
著
名
な
杉
良
太
郎
さ

ん
は
、
実
は
５
１
年
間
も
様
々
な
社
会
貢
献
を
継
続
し
て
い
る
。
歌
が
上
手

だ
っ
た
杉
さ
ん
は
１
５
歳
の
と
き
に
目
の
不
自
由
な
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
上
手
な
先
生
と
当
時
の
養
老
院
の
慰
問
に
行
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
刑
務
所
に
も
慰
問
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
は
法
務
省
か
ら
特
別

矯
正
監
に
任
命
さ
れ
全
国
の
刑
務
所
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。 

杉
さ
ん
は
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
刑
務
所
は
、
慰
問
を
す
る
場
所
と
し

て
は
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
。
一
人
相
手
に
す
る
の
で
も
大
変
な
の
に
、
千
人

も
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
反
省
し
て
も
ら
い
更
生
を
促
す
に
は
、
全

身
全
霊
を
か
け
た
勝
負
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。 

杉
さ
ん
は
国
際
的
に
も
福
祉
活
動
を
持
続
し
て
い
る
。
記
録
集
に
は
「
国

内
各
地
で
幅
広
い
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
や
が
て
そ
の
輪
は
海
外
に
及
ぶ
。

昭
和
５
３
年
米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ハ
ワ
イ
、
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
や

各
種
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
を
行
い
、
更
に
、
ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
、
中
日
青

少
年
友
好
交
流
基
金
や
子
供
を
有
害
薬
物
か
ら
守
る
財
団
ジ
ャ
ス
ト
・
セ

イ
・
ノ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
寄
附
等
々
、
そ
の
事
例
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
氏
の
こ
う
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
の
精
神
が
高
く
評
価

さ
れ
、
平
成
２
年
３
月
タ
イ
で
開
催
の
国
際
識
字
年
サ
ミ
ッ
ト
の
決
定
に
よ

り
世
界
初
の
ユ
ネ
ス
コ
特
使
に
任
命
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
識
字
運
動
に
も
惜
し
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 研
究
し
て
議
員
立
法
す
る
よ
う
な
政
治
家
が
評
価
さ
れ
な
い
と
駄
目
だ
と
思

う
。
米
国
に
は
上
下
両
院
議
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
投
票
行
動
や
議
員
立
法
の

活
動
を
調
べ
て
評
価
す
る
仕
組
み
が
あ
る
。 

日
本
で
は
人
気
者
が
偉
い
と
い
う
風
潮
で
、
小
中
学
校
で
も
真
面
目
な
子

よ
り
、
イ
ケ
メ
ン
と
か
皆
を
笑
わ
せ
る
子
が
も
て
は
や
さ
れ
る
。
テ
レ
ビ
の

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
は
、
自
分
の
専
門
外
で
も
コ
メ
ン
ト
し
て
し
ま
う
。「
そ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
自
分
の
専
門
で
は
な
い
の
で
コ
メ
ン
ト
は
差
し
控
え
ま

す
」
と
い
っ
た
謙
虚
な
人
は
排
除
さ
れ
、
筋
書
き
通
り
に
上
手
に
喋
る
人
が

大
手
を
振
っ
て
ま
か
り
通
る
。
な
に
や
ら
日
本
は
軽
重
浮
薄
な
様
相
を
深
め

て
い
る
の
だ
。 

そ
う
し
た
日
本
の
現
状
に
あ
っ
て
社
会
貢
献
表
彰
は
「
ほ
め
て
も
ら
お
う

と
思
っ
て
や
っ
た
こ
と
で
は
な
い
か
ら
」
と
い
う
謙
虚
で
地
道
な
活
動
を
続

け
て
い
る
人
々
を
発
見
し
て
、
す
こ
し
で
も
世
間
に
「
こ
う
し
た
人
々
が
実

は
世
の
中
を
支
え
て
い
る
の
だ
」
と
知
ら
せ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

昭
和
５
３
年
度
に
表
彰
さ
れ
た
高
橋
昌
彦
さ
ん
（
大
９
・
４
・
８
生
、
東

京
都
練
馬
区
上
石
神
井
）
は
自
分
の
子
供
を
小
児
が
ん
で
奪
わ
れ
た
こ
と
か

ら
、
子
供
を
が
ん
か
ら
守
る
活
動
を
始
め
た
。
壁
谷
正
敏
さ
ん
（
昭
８
・
７
・

２
９
生
、
愛
知
県
江
南
市
）
は
一
人
息
子
が
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
症
に
お
か

さ
れ
た
こ
と
か
ら
（
社
）
日
本
筋
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー
協
会
の
創
立
に
尽
力
し
、

息
子
を
失
っ
た
あ
と
も
地
域
福
祉
に
邁
進
し
た
。
記
録
集
に
は
自
分
の
家
族

を
守
る
闘
い
か
ら
社
会
貢
献
に
進
ん
だ
例
が
多
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
多
々
良
友
彦
さ
ん
（
昭
５
・
１
０
・
２
５
生
、
静
岡
市
）
は
、
自
分

が
突
然
、
全
盲
に
な
っ
た
こ
と
を
克
服
し
た
人
生
か
ら
障
害
者
の
施
設
「
静

岡
光
の
家
協
会
」
を
設
立
し
た
。
多
々
良
さ
ん
の
よ
う
に
自
分
が
ハ
ン
デ
を

抱
え
た
人
の
社
会
貢
献
の
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。 

持
続
す
る
情
熱 

記
録
集
を
読
ん
で
い
て
す
ご
い
な
と
思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
社
会
貢
献
活
動
が
長
い
こ
と
継
続
し
て
い
る
こ
と
だ
っ
た
。
人
は
誰
で
も

「
こ
ん
な
人
に
な
り
た
い
」
と
か
「
こ
れ
を
実
現
し
た
い
」
と
思
う
が
、
た

い
て
い
は
一
時
的
な
情
熱
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
。
だ
か
ら
持
続
す
る
情
熱
を

持
っ
た
人
が
、
何
か
を
達
成
し
て
お
り
、
人
に
感
動
を
与
え
る
の
だ
。 

平
成
３
年
に
特
別
表
彰
さ
れ
た
歌
手
、
俳
優
と
し
て
著
名
な
杉
良
太
郎
さ

ん
は
、
実
は
５
１
年
間
も
様
々
な
社
会
貢
献
を
継
続
し
て
い
る
。
歌
が
上
手

だ
っ
た
杉
さ
ん
は
１
５
歳
の
と
き
に
目
の
不
自
由
な
ピ
ア
ノ
や
ア
コ
ー
デ
ィ

オ
ン
の
上
手
な
先
生
と
当
時
の
養
老
院
の
慰
問
に
行
っ
た
。
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
刑
務
所
に
も
慰
問
に
行
く
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
は
法
務
省
か
ら
特
別

矯
正
監
に
任
命
さ
れ
全
国
の
刑
務
所
の
指
導
も
行
っ
て
い
る
。 

杉
さ
ん
は
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
「
刑
務
所
は
、
慰
問
を
す
る
場
所
と
し

て
は
一
番
難
し
い
と
こ
ろ
。
一
人
相
手
に
す
る
の
で
も
大
変
な
の
に
、
千
人

も
集
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
し
っ
か
り
反
省
し
て
も
ら
い
更
生
を
促
す
に
は
、
全

身
全
霊
を
か
け
た
勝
負
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。 

杉
さ
ん
は
国
際
的
に
も
福
祉
活
動
を
持
続
し
て
い
る
。
記
録
集
に
は
「
国

内
各
地
で
幅
広
い
福
祉
活
動
を
展
開
し
、
や
が
て
そ
の
輪
は
海
外
に
及
ぶ
。

昭
和
５
３
年
米
国
・
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ハ
ワ
イ
、
中
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ラ
ジ
ル
等
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
公
演
や

各
種
福
祉
施
設
へ
の
慰
問
を
行
い
、
更
に
、
ア
フ
リ
カ
難
民
救
済
、
中
日
青

少
年
友
好
交
流
基
金
や
子
供
を
有
害
薬
物
か
ら
守
る
財
団
ジ
ャ
ス
ト
・
セ

イ
・
ノ
ー
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
へ
の
寄
附
等
々
、
そ
の
事
例
は
枚
挙
に

い
と
ま
が
な
い
。
氏
の
こ
う
し
た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
活
動
の
精
神
が
高
く
評
価

さ
れ
、
平
成
２
年
３
月
タ
イ
で
開
催
の
国
際
識
字
年
サ
ミ
ッ
ト
の
決
定
に
よ

り
世
界
初
の
ユ
ネ
ス
コ
特
使
に
任
命
さ
れ
、
ア
ジ
ア
の
識
字
運
動
に
も
惜
し

み
な
い
協
力
を
し
て
い
る
」
と
あ
る
。 

で
は
な
ぜ
杉
さ
ん
の
活
動
は
国
際
的
な
広
が
り
を
持
っ
た
か
。 

「
ひ
と
つ
に
は
ア
ジ
ア
の
国
に
日
本
は
太
平
洋
戦
争
で
迷
惑
を
か
け
た
か

ら
だ
。
１
９
７
２
年
、
２
７
歳
の
時
に
、
北
と
南
を
分
け
る
３
８
度
線
最
前

線
の
韓
国
軍
兵
士
を
慰
問
に
行
っ
た
。
そ
れ
か
ら
中
国
、
そ
し
て
ア
ジ
ア
の

国
々
へ
。
自
分
が
出
来
る
人
道
支
援
を
し
た
。
ま
た
並
行
し
て
日
系
移
民
が

世
話
に
な
っ
た
ハ
ワ
イ
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
行
っ
た
。
い
ろ
い

ろ
歩
い
て
ベ
ト
ナ
ム
ほ
ど
戦
争
を
強
い
ら
れ
た
国
は
な
い
の
で
、
日
越
文
化

交
流
協
会
を
作
っ
た
。
日
本
を
手
本
に
立
ち
直
っ
て
く
だ
さ
い
、
と
い
う
気

持
ち
だ
っ
た
。
日
本
語
と
文
化
を
教
え
る
ハ
ノ
イ
日
本
語
セ
ン
タ
ー
を
作
り
、

卒
業
生
は
数
万
人
に
上
る
」 

杉
さ
ん
は
ベ
ト
ナ
ム
政
府
か
ら
ベ
ト
ナ
ム
日
本
特
別
大
使
に
、
日
本
政
府

か
ら
日
本
ベ
ト
ナ
ム
特
別
大
使
に
任
命
さ
れ
た
。 

２
０
１
０
年
秋
は
尖
閣
列
島
周
辺
海
域
で
の
中
国
漁
船
に
よ
る
海
上
保
安

庁
の
艦
船
に
対
す
る
体
当
た
り
か
ら
日
中
間
は
ぎ
く
し
ゃ
く
し
た
。
中
国
は

ハ
イ
テ
ク
機
器
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア
ア
ー
ス
（
希
土
類
）
の
対
日
輸
出
に
ブ

レ
ー
キ
を
か
け
た
。
中
国
だ
け
に
レ
ア
ア
ー
ス
を
依
存
し
て
い
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。 

同
年
１
０
月
３
１
日
、
日
本
政
府
と
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
レ
ア
ア
ー
ス
を
共

同
開
発
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。
菅
・
民
主
党
内
閣
に
と
っ
て
久
々
の
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
だ
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
ド
ン
パ
オ
鉱
床
の
開
発
は
企
業
間

で
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
た
が
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
の
採
掘
許
可
が
下
り
て
い

な
か
っ
た
。
日
本
の
年
間
消
費
の
１
割
を
賄
え
る
同
鉱
床
を
確
保
で
き
た
こ

と
は
、
レ
ア
ア
ー
ス
調
達
の
中
国
依
存
を
減
ら
す
第
１
歩
だ
っ
た
。 

実
は
こ
の
合
意
の
陰
に
杉
さ
ん
が
築
い
た
ベ
ト
ナ
ム
で
の
信
頼
が
あ
っ
た
。

１
０
月
初
め
経
済
産
業
副
大
臣
と
訪
越
し
た
。
こ
の
時
ハ
ノ
イ
は
千
年
の
祭

り
で
閣
僚
が
忙
し
く
、
党
の
幹
部
は
地
方
に
遊
説
に
出
か
け
て
い
た
が
、
ウ

ル
ト
ラ
C
と
も
言
え
る
交
渉
を
重
ね
、
４
人
の
閣
僚
と
会
い
交
渉
を
進
展
さ

せ
た
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の
時
、
在
ベ
ト
ナ
ム
日
本
大
使
は
交
代
時
期
で
そ

の
権
限
が
な
か
っ
た
。「
両
国
の
国
益
の
為
、
特
別
大
使
の
任
務
を
果
た
し

て
い
る
だ
け
で
す
」
と
杉
さ
ん
は
言
う
。
し
か
し
草
の
根
の
信
頼
関
係
が
交

渉
を
進
展
さ
せ
た
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。 

と
こ
ろ
で
杉
さ
ん
は
、
あ
る
国
で
日
本
大
使
に
面
と
向
か
っ
て
「
や
っ
ぱ

り
あ
な
た
は
売
名
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
の
で
す
か
？
」
と
言
わ
れ
た
こ

と
が
あ
る
。
む
っ
と
し
た
が
、
杉
さ
ん
は
「
え
え
、
売
名
で
す
よ
」
と
答

え
、
そ
れ
か
ら
「
僕
と
同
じ
こ
と
を
売
名
で
い
い
か
ら
、
自
分
の
時
間
と
お

金
と
心
を
使
っ
て
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
で
す
か
」
と
や
ん
わ
り
と
相
手
を
諭

し
た
と
い
う
。 

杉
さ
ん
は
芸
能
活
動
で
稼
い
だ
お
金
を
社
会
貢
献
に
つ
ぎ
込
み
、
中
国
公

演
で
約
束
し
た
「
残
留
孤
児
に
５
千
万
円
、
青
少
年
育
成
基
金
に
５
千
万
円

寄
付
す
る
」
と
の
約
束
を
実
行
す
る
資
金
が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
当
時
の
住

友
銀
行
の
会
長
に
「
僕
の
身
体
を
担
保
で
貸
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
」
と

頼
ん
だ
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
会
長
は
「
身
体
を
担
保
で
借
金
し
て
寄
付
す
る

人
は
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。
杉
さ
ん
、
老
後
は
ど
う
す
る
の
？
」
と
あ
き
れ

た
が
、
そ
れ
で
も
１
億
円
貸
し
て
く
れ
た
。
長
期
で
借
り
た
の
で
返
済
は
１

億
７
０
０
０
万
円
に
上
っ
た
。 

「
持
続
す
る
情
熱
の
秘
密
は
何
で
す
か
」
と
質
問
す
る
と
、
杉
さ
ん
は
「
献

身
に
熱
く
な
っ
た
時
期
も
あ
る
け
ど
、
５
１
年
間
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
続
い

た
の
は
、
い
つ
ま
で
や
っ
て
も
よ
し
、
い
つ
止
め
て
も
よ
し
、
と
張
り
き
ら

な
い
で
き
た
の
が
よ
か
っ
た
。
義
務
と
か
責
任
と
か
自
分
を
追
い
詰
め
な
い

よ
う
に
自
分
に
言
い
聞
か
せ
て
き
た
」
と
い
う
。 

だ
が
１
７
歳
の
終
わ
り
か
ら
修
行
の
た
め
に
２
年
間
、
カ
レ
ー
屋
で
無
報

酬
、
無
休
で
働
い
た
根
性
が
杉
さ
ん
の
社
会
貢
献
の
バ
ッ
ク
に
あ
る
と
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
で
感
じ
た
。「
性
格
は
持
続
の
性
格
だ
」
と
笑
う
杉
さ
ん
と
握
手
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金
持
ち
と
い
わ
れ
る
ビ
ル
・
ゲ
ー
ツ
氏
と
東
京
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

氏
が
所
有
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
書
き
の
原
稿
（
レ
ス
タ
ー

手
稿
）
の
展
覧
会
を
毎
日
新
聞
社
が
森
美
術
館
で
行
っ
た
関
係
で
挨
拶
し
た

の
だ
っ
た
。 

ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
年
に
１
カ
国
だ
け
手
稿
を
貸
し
出
す
。
多
く
の
国
の
人
（
特

に
こ
ど
も
）
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
天
才
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
か

ら
だ
。
ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
奥
さ
ん
と
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
財
団
を
作
り
、
世
界
の

子
供
の
教
育
や
貧
困
問
題
に
取
り
組
み
自
分
の
財
産
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
自
分
以
外
の
富
豪
た
ち
に
「
生
涯
に
稼
ぐ
金
の
半
分
は
社
会
貢
献
に

使
お
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。 

こ
の
ゲ
ー
ツ
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
ア
メ
リ
カ
の
沢
山
の
金
持
ち
が
続
々
と

寄
付
し
始
め
て
い
る
。「
連
邦
政
府
に
税
金
で
納
め
る
と
、
イ
ラ
ク
戦
争
の

よ
う
な
自
分
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ビ
ル
＆

メ
リ
ン
ダ
財
団
に
寄
付
す
れ
ば
子
供
の
福
祉
に
使
わ
れ
る
の
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
」
と
い
う
「
自
分
の
金
の
使
途
は
自
分
で
決
め
た
い
」
と
い
う
理
由

が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
寄
付
金
控
除
が
ち
ゃ
ん
と
認
め
ら
れ
る
お
国
柄
も
反

映
し
て
い
る
。 

未
来
学
者
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
会
社
ト
フ
ラ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
が
２

０
１
０
年
１
０
月
に
発
表
し
た
「
今
後
４
０
年
の
４
０
の
未
来
予
測
」
に
よ

る
と
、
今
後
は
政
府
や
役
所
で
は
な
く
、
個
人
や
民
間
団
体
が
様
々
な
分
野

で
影
響
力
を
拡
大
す
る
と
い
う
。
個
人
や
民
間
団
体
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
情

報
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
て
、
理
想
を
共
有
す
る
人
々
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
び
、
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
そ
の
先
駆
け
的
な
存
在
だ
と
い
う
。 

さ
て
社
会
貢
献
支
援
財
団
の
活
動
も
民
間
と
し
て
先
駆
け
的
な
活
動
の
模

範
例
だ
と
感
じ
る
。
そ
し
て
寄
付
金
控
除
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
日
本

に
あ
っ
て
、
個
人
の
金
を
ゲ
ー
ツ
さ
ん
に
劣
ら
ず
寄
付
し
て
い
る
人
が
表
彰

さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
５
４
年
度
表
彰
の
鉄
工
業
、
大
坪
康
秀
さ
ん
（
大
１
４
・
１
１
・
１

２
生
、
福
岡
県
山
門
郡
大
和
町
）
は
１
０
年
以
上
も
寄
付
な
ど
で
社
会
責
任

を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
地
元
小
学
校
に
文
庫
設
置
（
３
０
０
万
円
）、

テ
レ
ビ
１
０
台
、
剣
道
防
具
１
０
０
組
、
奨
学
基
金
５
０
０
万
円
、
町
内
６

小
学
校
の
新
入
児
童
の
黄
色
い
帽
子
購
入
費
に
計
２
０
０
万
円
。
ま
た
消
防

車
購
入
や
交
通
安
全
施
設
の
た
め
１
３
５
０
万
円
な
ど
。 

岐
阜
市
の
杉
山
日
出
雄
さ
ん
（
昭
３
・
１
２
・
６
生
）
は
結
婚
当
初
か
ら

毎
年
、
記
念
日
に
福
祉
事
業
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
、
最
初
は
１
万
円
ず

つ
を
３
万
円
、
５
万
円
、
１
０
万
円
と
増
や
し
て
い
っ
た
。
昭
和
５
３
年
に

は
１
０
０
万
円
を
寄
付
し
、「
健
康
で
働
け
る
感
謝
の
気
持
ち
」
と
生
涯
、

継
続
す
る
意
向
だ
。 

大
坪
さ
ん
や
杉
山
さ
ん
は
自
分
が
稼
い
だ
お
金
を
継
続
し
て
長
く
寄
付
し

続
け
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
は
、
歳
末
助
け
合
い
と
か
、
災
害
と
か
難
民
支

援
の
寄
付
が
沢
山
の
ひ
と
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
善
意
の
土
壌
も
あ
る
。

日
本
は
税
制
上
の
寄
付
金
控
除
を
も
っ
と
拡
大
し
、
様
々
な
個
人
や
民
間
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
有
効
な
お
金
の
使
い
方
が
出
来
る
余
地
を
拡
大
す

日
本
の
ビ
ル
・
ゲ
ー
ツ
た
ち 

個
人
や
民
間
団
体
が
活
躍
す
る
時
代
へ 

す
る
と
、
厚
み
の
あ
る
手
で
が
ち
っ
と
握
ら
れ
た
。
奥
さ
ん
の
歌
手
、
伍
代

夏
子
さ
ん
は
警
察
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
良
き
理
解
者
だ
と
い

う
。 記

録
集
を
読
む
と
、
杉
さ
ん
の
よ
う
な
著
名
人
で
な
く
て
も
自
分
の
志
を

持
っ
て
社
会
に
持
続
す
る
貢
献
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、
世
の
中
は
そ
う
し

た
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
強
く
し
た
。 
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金
持
ち
と
い
わ
れ
る
ビ
ル
・
ゲ
ー
ツ
氏
と
東
京
で
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
。

氏
が
所
有
す
る
レ
オ
ナ
ル
ド
・
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
手
書
き
の
原
稿
（
レ
ス
タ
ー

手
稿
）
の
展
覧
会
を
毎
日
新
聞
社
が
森
美
術
館
で
行
っ
た
関
係
で
挨
拶
し
た

の
だ
っ
た
。 

ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
年
に
１
カ
国
だ
け
手
稿
を
貸
し
出
す
。
多
く
の
国
の
人
（
特

に
こ
ど
も
）
に
ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
天
才
に
触
れ
て
も
ら
い
た
い
と
の
考
え
か

ら
だ
。
ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
奥
さ
ん
と
ビ
ル
＆
メ
リ
ン
ダ
財
団
を
作
り
、
世
界
の

子
供
の
教
育
や
貧
困
問
題
に
取
り
組
み
自
分
の
財
産
を
注
ぎ
込
ん
で
い
る
。

そ
し
て
自
分
以
外
の
富
豪
た
ち
に
「
生
涯
に
稼
ぐ
金
の
半
分
は
社
会
貢
献
に

使
お
う
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。 

こ
の
ゲ
ー
ツ
さ
ん
の
呼
び
か
け
に
ア
メ
リ
カ
の
沢
山
の
金
持
ち
が
続
々
と

寄
付
し
始
め
て
い
る
。「
連
邦
政
府
に
税
金
で
納
め
る
と
、
イ
ラ
ク
戦
争
の

よ
う
な
自
分
が
反
対
し
て
い
る
こ
と
に
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
ビ
ル
＆

メ
リ
ン
ダ
財
団
に
寄
付
す
れ
ば
子
供
の
福
祉
に
使
わ
れ
る
の
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
」
と
い
う
「
自
分
の
金
の
使
途
は
自
分
で
決
め
た
い
」
と
い
う
理
由

が
多
い
の
だ
そ
う
だ
。
寄
付
金
控
除
が
ち
ゃ
ん
と
認
め
ら
れ
る
お
国
柄
も
反

映
し
て
い
る
。 

未
来
学
者
ア
ル
ビ
ン
・
ト
フ
ラ
ー
の
会
社
ト
フ
ラ
ー
ア
ソ
シ
エ
イ
ツ
が
２

０
１
０
年
１
０
月
に
発
表
し
た
「
今
後
４
０
年
の
４
０
の
未
来
予
測
」
に
よ

る
と
、
今
後
は
政
府
や
役
所
で
は
な
く
、
個
人
や
民
間
団
体
が
様
々
な
分
野

で
影
響
力
を
拡
大
す
る
と
い
う
。
個
人
や
民
間
団
体
で
も
グ
ロ
ー
バ
ル
に
情

報
を
集
め
る
こ
と
が
出
来
て
、
理
想
を
共
有
す
る
人
々
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

結
び
、
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
で
き
る
時
代
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。
ゲ
ー
ツ
さ
ん
は
そ
の
先
駆
け
的
な
存
在
だ
と
い
う
。 

さ
て
社
会
貢
献
支
援
財
団
の
活
動
も
民
間
と
し
て
先
駆
け
的
な
活
動
の
模

範
例
だ
と
感
じ
る
。
そ
し
て
寄
付
金
控
除
が
ほ
と
ん
ど
認
め
ら
れ
な
い
日
本

に
あ
っ
て
、
個
人
の
金
を
ゲ
ー
ツ
さ
ん
に
劣
ら
ず
寄
付
し
て
い
る
人
が
表
彰

さ
れ
て
い
る
。 

昭
和
５
４
年
度
表
彰
の
鉄
工
業
、
大
坪
康
秀
さ
ん
（
大
１
４
・
１
１
・
１

２
生
、
福
岡
県
山
門
郡
大
和
町
）
は
１
０
年
以
上
も
寄
付
な
ど
で
社
会
責
任

を
果
た
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
地
元
小
学
校
に
文
庫
設
置
（
３
０
０
万
円
）、

テ
レ
ビ
１
０
台
、
剣
道
防
具
１
０
０
組
、
奨
学
基
金
５
０
０
万
円
、
町
内
６

小
学
校
の
新
入
児
童
の
黄
色
い
帽
子
購
入
費
に
計
２
０
０
万
円
。
ま
た
消
防

車
購
入
や
交
通
安
全
施
設
の
た
め
１
３
５
０
万
円
な
ど
。 

岐
阜
市
の
杉
山
日
出
雄
さ
ん
（
昭
３
・
１
２
・
６
生
）
は
結
婚
当
初
か
ら

毎
年
、
記
念
日
に
福
祉
事
業
に
寄
付
す
る
こ
と
を
決
め
、
最
初
は
１
万
円
ず

つ
を
３
万
円
、
５
万
円
、
１
０
万
円
と
増
や
し
て
い
っ
た
。
昭
和
５
３
年
に

は
１
０
０
万
円
を
寄
付
し
、「
健
康
で
働
け
る
感
謝
の
気
持
ち
」
と
生
涯
、

継
続
す
る
意
向
だ
。 

大
坪
さ
ん
や
杉
山
さ
ん
は
自
分
が
稼
い
だ
お
金
を
継
続
し
て
長
く
寄
付
し

続
け
て
い
る
。
ま
た
日
本
に
は
、
歳
末
助
け
合
い
と
か
、
災
害
と
か
難
民
支

援
の
寄
付
が
沢
山
の
ひ
と
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
と
い
う
善
意
の
土
壌
も
あ
る
。

日
本
は
税
制
上
の
寄
付
金
控
除
を
も
っ
と
拡
大
し
、
様
々
な
個
人
や
民
間
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
有
効
な
お
金
の
使
い
方
が
出
来
る
余
地
を
拡
大
す

べ
き
だ
ろ
う
。
そ
の
方
が
事
業
仕
分
け
で
指
摘
さ
れ
る
よ
う
な
無
駄
が
な
く

な
る
は
ず
だ
。 

昭
和
５
６
年
度
表
彰
の
農
業
、
大
村
正
生
さ
ん
（
大
１
２
・
３
・
２
５
）

は
、
昭
和
３
４
年
に
民
生
児
童
委
員
に
就
任
し
て
以
来
、
生
活
困
窮
者
に
更

生
資
金
を
貸
し
付
け
、
新
事
業
を
指
導
し
て
自
立
さ
せ
た
。
ま
た
５
０
世
帯

も
の
母
子
家
庭
に
も
資
金
の
貸
付
を
実
施
し
た
。
大
村
さ
ん
は
寝
た
き
り
老

人
を
施
設
に
収
容
し
た
り
、
障
害
者
を
持
つ
家
庭
に
公
的
な
福
祉
制
度
の
活

用
を
指
導
す
る
な
ど
の
こ
と
も
行
っ
て
い
る
が
、
資
金
を
貸
し
付
け
て
自
立

で
き
る
よ
う
に
指
導
す
る
点
が
特
徴
的
だ
。 

記
録
集
を
見
て
感
じ
た
こ
と
に
大
村
さ
ん
の
よ
う
に
困
っ
て
い
る
人
の
相

談
に
の
り
、
自
立
支
援
も
す
る
民
生
委
員
や
保
護
司
が
日
本
の
社
会
を
支
え

て
き
た
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。
今
、
そ
う
し
た
民
生
委
員
や
保
護
司
の
な

り
手
が
減
っ
て
来
て
い
る
の
が
現
状
の
よ
う
だ
が
、
個
人
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
か
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
い
っ
た
民
間
組
織
が
機
能
す
る
仕
組
み
に
切
り
替
え
る
節
目
か
も
し

れ
な
い
。 

日
本
の
ビ
ル
・
ゲ
ー
ツ
た
ち 

個
人
や
民
間
団
体
が
活
躍
す
る
時
代
へ 

平
成
１
１
年
１
１
月
２
２
日
、
埼
玉
県
入
間
基
地
に
向
け
て
帰
投
中
の
航

空
自
衛
隊
Ｔ
３
３
Ａ
型
ジ
ェ
ッ
ト
練
習
機
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
。
機
体
は
振

動
し
、
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
に
煙
が
充
満
し
た
。
操
縦
し
て
い
た
飛
行
時
間
５
０

０
０
時
間
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン
、
中
川
尋
史
さ
ん
（
当
時
４
７
歳
）
と
門
屋

義
廣
さ
ん
（
当
時
４
８
歳
）
の
二
人
は
狭
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
住
宅
地
に
墜

落
す
る
の
を
避
け
る
た
め
、
入
間
川
河
川
敷
へ
と
操
縦
を
続
け
た
。
緊
急
脱

出
し
た
時
に
は
す
で
に
安
全
に
降
下
で
き
る
高
度
以
下
に
な
っ
て
い
た
。
地

面
に
た
た
き
つ
け
ら
れ
た
二
人
は
殉
職
。
狭
山
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ゴ
ル
フ
場
コ
ー

ス
内
に
墜
落
し
た
機
体
は
激
し
く
炎
上
し
た
。 

選
考
委
員
の
渡
部
昇
一
さ
ん
は
平
成
１
４
年
の
記
録
集
に
「
文
句
な
く
頭

が
下
が
る
の
は
、
命
が
け
で
救
命
活
動
し
た
人
た
ち
で
あ
る
」
と
、
こ
の
二

人
の
殉
職
を
取
り
上
げ
、
胸
が
つ
ま
る
よ
う
な
感
動
を
覚
え
た
、
と
書
い
て

い
る
。 

平
成
１
３
年
度
の
表
彰
者
の
中
に
も
自
分
の
職
責
を
全
う
し
て
命
を
か

け
、
感
動
を
呼
ん
だ
人
が
い
る
。 

福
井
県
の
京
福
電
鉄
の
佐
々
木
忠
夫
運
転
士
（
昭
１
８
・
１
０
・
２
６

生
）
で
あ
る
。
平
成
１
２
年
１
２
月
１
７
日
、
越
前
本
線
で
永
平
寺
発
の
電

車
の
制
動
力
を
車
輪
に
伝
え
る
ブ
レ
ー
キ
ロ
ッ
ド
が
破
断
し
、
ブ
レ
ー
キ
が

効
か
な
く
な
っ
た
。
佐
々
木
運
転
士
は
無
線
の
警
報
装
置
を
作
動
さ
せ
、
手

動
ブ
レ
ー
キ
を
操
作
し
続
け
た
。
し
か
し
非
常
ブ
レ
ー
キ
も
緊
急
停
止
の
た

め
の
「
非
常
用
」
に
な
っ
て
い
た
が
作
動
し
な
か
っ
た
。
福
井
発
勝
山
行
き

電
車
と
正
面
衝
突
し
、
佐
々
木
運
転
士
が
死
亡
、
２
５
人
の
乗
客
が
重
軽
傷

を
負
っ
た
。 

最
後
ま
で
運
転
席
に
と
ど
ま
り
、
手
を
必
死
に
動
か
し
て
い
る
佐
々
木
運

転
士
の
後
ろ
姿
を
乗
客
が
見
て
い
る
。「
ち
ょ
っ
と
後
ろ
に
逃
げ
れ
ば
助
か
っ

た
の
に
」
と
、
同
僚
た
ち
は
責
任
感
の
強
い
佐
々
木
運
転
士
を
惜
し
ん
で
い

る
。 渡

部
選
考
委
員
は
小
学
校
の
時
に
「
木
口
小
平
は
死
ん
で
も
ラ
ッ
パ
を
口

か
ら
は
な
し
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
い
う
逸
話
を
読
ま
さ
れ
て
「
死
ん
で
も
義

務
を
果
た
そ
う
と
い
う
こ
と
の
尊
さ
を
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
と
書
い
て

い
る
が
、
航
空
自
衛
隊
や
京
福
電
鉄
の
事
故
の
例
で
も
同
じ
職
責
を
貫
く
す

ご
さ
を
知
る
の
だ
。 

「
教
科
書
に
そ
う
い
う
話
を
入
れ
さ
せ
る
運
動
」
や
「
絵
本
に
す
る
の
を

助
け
る
」
こ
と
を
渡
部
選
考
委
員
は
提
案
し
て
い
る
が
、
ま
っ
た
く
同
感

だ
。 

命
が
け
の
救
命
。
最
後
ま
で
責
任
を
負
っ
た
人
々 

 す
る
と
、
厚
み
の
あ
る
手
で
が
ち
っ
と
握
ら
れ
た
。
奥
さ
ん
の
歌
手
、
伍
代

夏
子
さ
ん
は
警
察
関
係
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
て
良
き
理
解
者
だ
と
い

う
。 記

録
集
を
読
む
と
、
杉
さ
ん
の
よ
う
な
著
名
人
で
な
く
て
も
自
分
の
志
を

持
っ
て
社
会
に
持
続
す
る
貢
献
を
し
て
い
る
人
が
多
く
、
世
の
中
は
そ
う
し

た
人
々
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
う
実
感
を
強
く
し
た
。 
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平
成
１
５
年
か
ら
１
９
年
ま
で
の
５
年
間
、
社
会
貢
献
表
彰
の
中
に
「
こ

ど
も
読
書
推
進
賞
」
が
設
け
ら
れ
た
。
私
が
社
会
貢
献
支
援
財
団
と
ご
縁
が

出
来
た
の
は
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」
の
選
考
委
員
に
な
っ
た
時
か
ら
だ
っ

た
。
こ
ど
も
が
本
を
読
ま
な
く
な
り
、
学
力
の
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
た

時
代
で
、
青
少
年
育
成
に
は
読
書
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
設
け

ら
れ
た
賞
だ
っ
た
。 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
”文
化
“
と
い
う
言
葉
は
、
何
れ
も
”耕
す
“
と
い
う
言
葉

に
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
。
自
然
の
状
態
に
あ
る
人
間
の
心
を
耕
し
て
作
物
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
文
化
、
教
養
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
文
化

の
中
で
決
定
的
な
の
が
言
葉
、
特
に
優
れ
た
言
葉
を
文
字
で
残
し
た
古
今
東

西
の
偉
大
な
人
た
ち
の
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
読
書
は
、
子
供

に
と
っ
て
、
子
供
を
人
間
ら
し
く
奥
行
き
の
あ
る
人
間
に
育
て
る
た
め
に
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
近
年
読
書
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
、

読
書
離
れ
、
文
字
離
れ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
を
考
え
ま
し
て
、
子
供
た
ち
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
、
そ
う
い
う
運
動
に

対
し
て
こ
の
財
団
は
賞
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

選
考
委
員
会
委
員
長
の
三
浦
朱
門
さ
ん
の
表
彰
式
で
の
挨
拶
で
あ
る
。
当

時
、
私
は
選
考
委
員
会
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
三
浦
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
各
委
員
の
論
議
は
知
的
興
奮
を
呼
び
起
こ
す
も
の
だ
っ
た
。 

第
１
回
の
表
彰
に
つ
い
て
私
は
「
高
月
町
立
富
永
小
学
校
で
は
平
成
９
年

か
ら
朝
の
読
書
が
始
ま
り
、
”読
書
芳
洲
賞
“
の
設
定
、
”読
書
ゆ
う
び
ん
“
な

ど
様
々
な
活
動
に
広
が
っ
て
い
る
。
熊
倉
峰
広
教
諭
は
、
読
書
嫌
い
の
生
徒

た
ち
を
”味
見
読
書
“
と
い
う
手
法
で
、
本
の
世
界
に
誘
導
し
た
。
田
所
雅

子
さ
ん
は
自
宅
に
”わ
ん
ぱ
く
文
庫
“
を
開
設
し
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
い

い
本
を
提
供
し
、
そ
の
活
動
が
学
校
や
自
治
体
と
の
協
力
に
発
展
し
て
い
る

の
だ
っ
た
」
と
記
録
集
に
書
い
て
い
る
。 

あ
る
中
学
で
生
徒
の
成
績
を
調
べ
た
ら
読
書
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
小
学
校
か
ら
の
生
徒
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
小
学
校
か
ら
の
生
徒
よ
り
数

段
成
績
が
上
回
っ
た
。
三
浦
委
員
長
が
指
摘
す
る
「
文
化
の
中
で
決
定
的
な

の
が
言
葉
」
だ
と
す
れ
ば
、
言
語
能
力
を
身
に
つ
け
た
子
供
の
学
び
が
進
展

す
る
の
は
当
た
り
前
だ
ろ
う
。 

私
が
毎
日
新
聞
の
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
し
て
い
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時

代
に
米
国
で
は
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
小
学
校
の
と

き
か
ら
早
め
に
頭
を
鍛
え
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
そ
れ
が
オ

バ
マ
政
権
の
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ア
ー
リ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
に
進
展
し
て

い
た
。
そ
れ
は
小
学
校
で
始
め
る
の
で
も
遅
い
と
い
う
考
え
に
基
付
く
。
幼

児
の
時
に
言
語
能
力
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
芸
術
で
も
始
め
た
方
が
良
い
と
い

う
の
だ
。 

こ
ど
も
読
書
推
進
賞
は
、
あ
る
意
味
で
「
ア
ー
リ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」

を
応
援
す
る
も
の
だ
っ
た
。
５
年
間
の
審
査
を
通
し
て
、
日
本
全
国
で
読
書

運
動
が
認
知
さ
れ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
賞
の
任
務
は
終

わ
っ
た
。 

平
成
１
９
年
度
に
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」
の
最
後
の
受
賞
者
と
な
っ
た

の
は
千
葉
県
の
黒
木
秀
子
さ
ん
（
昭
３
０
・
９
・
１
３
生
）
だ
っ
た
。
黒
木

さ
ん
は
ス
ペ
イ
ン
の
Ｍ
・
サ
ル
ト
氏
の
グ
ル
ー
プ
が
、
子
供
の
読
書
力
を
引

き
出
す
た
め
に
１
９
７
０
年
代
以
降
開
発
を
続
け
て
き
た
「
読
書
へ
の
ア
ニ

マ
シ
オ
ン
」
の
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
に
導
入
し
、
普
及
し
て
い
る
。 

私
の
理
解
だ
と
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
は
た
と
え
ば
「
舌
切
り
ス
ズ
メ
」
の
お

話
を
例
に
上
げ
れ
ば
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
与
え
ら
れ

る
。
ス
ズ
メ
役
、
お
じ
い
さ
ん
役
、
お
ば
あ
さ
ん
役
・
・
・ 

お
じ
い
さ
ん
が
出
か
け
た
後
、「
こ
の
ス
ズ
メ
は
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
う
る
さ

い
わ
ね
」
と
お
ば
あ
さ
ん
に
舌
を
切
ら
れ
て
し
ま
う
。
ス
ズ
メ
役
を
振
ら
れ

時
代
の
要
請
に
応
え
た
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」 
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平
成
１
５
年
か
ら
１
９
年
ま
で
の
５
年
間
、
社
会
貢
献
表
彰
の
中
に
「
こ

ど
も
読
書
推
進
賞
」
が
設
け
ら
れ
た
。
私
が
社
会
貢
献
支
援
財
団
と
ご
縁
が

出
来
た
の
は
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」
の
選
考
委
員
に
な
っ
た
時
か
ら
だ
っ

た
。
こ
ど
も
が
本
を
読
ま
な
く
な
り
、
学
力
の
低
下
が
問
題
に
な
っ
て
い
た

時
代
で
、
青
少
年
育
成
に
は
読
書
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
危
機
感
か
ら
設
け

ら
れ
た
賞
だ
っ
た
。 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
”文
化
“
と
い
う
言
葉
は
、
何
れ
も
”耕
す
“
と
い
う
言
葉

に
関
係
が
ご
ざ
い
ま
す
。
自
然
の
状
態
に
あ
る
人
間
の
心
を
耕
し
て
作
物
が

出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
文
化
、
教
養
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
文
化

の
中
で
決
定
的
な
の
が
言
葉
、
特
に
優
れ
た
言
葉
を
文
字
で
残
し
た
古
今
東

西
の
偉
大
な
人
た
ち
の
言
葉
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
読
書
は
、
子
供

に
と
っ
て
、
子
供
を
人
間
ら
し
く
奥
行
き
の
あ
る
人
間
に
育
て
る
た
め
に
欠

く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
近
年
読
書
と
い
う
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
、

読
書
離
れ
、
文
字
離
れ
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ

と
を
考
え
ま
し
て
、
子
供
た
ち
に
本
を
読
ん
で
も
ら
う
、
そ
う
い
う
運
動
に

対
し
て
こ
の
財
団
は
賞
を
差
し
上
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」 

選
考
委
員
会
委
員
長
の
三
浦
朱
門
さ
ん
の
表
彰
式
で
の
挨
拶
で
あ
る
。
当

時
、
私
は
選
考
委
員
会
が
と
て
も
楽
し
み
だ
っ
た
。
三
浦
委
員
長
を
は
じ
め

と
す
る
各
委
員
の
論
議
は
知
的
興
奮
を
呼
び
起
こ
す
も
の
だ
っ
た
。 

第
１
回
の
表
彰
に
つ
い
て
私
は
「
高
月
町
立
富
永
小
学
校
で
は
平
成
９
年

か
ら
朝
の
読
書
が
始
ま
り
、
”読
書
芳
洲
賞
“
の
設
定
、
”読
書
ゆ
う
び
ん
“
な

ど
様
々
な
活
動
に
広
が
っ
て
い
る
。
熊
倉
峰
広
教
諭
は
、
読
書
嫌
い
の
生
徒

た
ち
を
”味
見
読
書
“
と
い
う
手
法
で
、
本
の
世
界
に
誘
導
し
た
。
田
所
雅

子
さ
ん
は
自
宅
に
”わ
ん
ぱ
く
文
庫
“
を
開
設
し
て
、
地
域
の
子
供
た
ち
に
い

い
本
を
提
供
し
、
そ
の
活
動
が
学
校
や
自
治
体
と
の
協
力
に
発
展
し
て
い
る

の
だ
っ
た
」
と
記
録
集
に
書
い
て
い
る
。 

あ
る
中
学
で
生
徒
の
成
績
を
調
べ
た
ら
読
書
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い

た
小
学
校
か
ら
の
生
徒
の
方
が
、
そ
う
で
な
い
小
学
校
か
ら
の
生
徒
よ
り
数

段
成
績
が
上
回
っ
た
。
三
浦
委
員
長
が
指
摘
す
る
「
文
化
の
中
で
決
定
的
な

の
が
言
葉
」
だ
と
す
れ
ば
、
言
語
能
力
を
身
に
つ
け
た
子
供
の
学
び
が
進
展

す
る
の
は
当
た
り
前
だ
ろ
う
。 

私
が
毎
日
新
聞
の
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
を
し
て
い
た
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時

代
に
米
国
で
は
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
が
叫
ば
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
小
学
校
の
と

き
か
ら
早
め
に
頭
を
鍛
え
な
い
と
駄
目
だ
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。
そ
れ
が
オ

バ
マ
政
権
の
ア
メ
リ
カ
で
は
「
ア
ー
リ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」
に
進
展
し
て

い
た
。
そ
れ
は
小
学
校
で
始
め
る
の
で
も
遅
い
と
い
う
考
え
に
基
付
く
。
幼

児
の
時
に
言
語
能
力
で
も
ス
ポ
ー
ツ
で
も
芸
術
で
も
始
め
た
方
が
良
い
と
い

う
の
だ
。 

こ
ど
も
読
書
推
進
賞
は
、
あ
る
意
味
で
「
ア
ー
リ
ー
ヘ
ッ
ド
ス
タ
ー
ト
」

を
応
援
す
る
も
の
だ
っ
た
。
５
年
間
の
審
査
を
通
し
て
、
日
本
全
国
で
読
書

運
動
が
認
知
さ
れ
拡
大
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
こ
の
賞
の
任
務
は
終

わ
っ
た
。 

平
成
１
９
年
度
に
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」
の
最
後
の
受
賞
者
と
な
っ
た

の
は
千
葉
県
の
黒
木
秀
子
さ
ん
（
昭
３
０
・
９
・
１
３
生
）
だ
っ
た
。
黒
木

さ
ん
は
ス
ペ
イ
ン
の
Ｍ
・
サ
ル
ト
氏
の
グ
ル
ー
プ
が
、
子
供
の
読
書
力
を
引

き
出
す
た
め
に
１
９
７
０
年
代
以
降
開
発
を
続
け
て
き
た
「
読
書
へ
の
ア
ニ

マ
シ
オ
ン
」
の
実
施
ノ
ウ
ハ
ウ
を
日
本
に
導
入
し
、
普
及
し
て
い
る
。 

私
の
理
解
だ
と
、
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
は
た
と
え
ば
「
舌
切
り
ス
ズ
メ
」
の
お

話
を
例
に
上
げ
れ
ば
、
集
ま
っ
た
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
役
割
を
与
え
ら
れ

る
。
ス
ズ
メ
役
、
お
じ
い
さ
ん
役
、
お
ば
あ
さ
ん
役
・
・
・ 

お
じ
い
さ
ん
が
出
か
け
た
後
、「
こ
の
ス
ズ
メ
は
チ
ュ
ン
チ
ュ
ン
う
る
さ

い
わ
ね
」
と
お
ば
あ
さ
ん
に
舌
を
切
ら
れ
て
し
ま
う
。
ス
ズ
メ
役
を
振
ら
れ

た
子
は
真
ん
中
に
出
て
「
エ
ー
ン
。
エ
ー
ン
」
と
泣
く
。
お
じ
い
さ
ん
が
戻
っ

た
く
だ
り
で
は
、
お
じ
い
さ
ん
役
の
子
が
真
ん
中
に
出
て
「
お
や
お
や
こ
れ

は
可
哀
そ
う
」
と
演
技
す
る
。 

子
ど
も
を
読
書
者
に
育
て
る
に
は
、
一
番
読
め
な
い
子
の
立
場
に
立
っ
て

「
楽
し
く
」「
遊
び
の
雰
囲
気
で
」「
大
人
が
心
を
こ
め
て
子
ど
も
の
言
葉
を
受

け
止
め
て
」
行
う
こ
と
が
大
切
と
い
う
の
が
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
の
ス
タ
ン
ス
だ
。 

私
は
日
本
の
国
が
再
び
生
き
生
き
と
し
た
元
気
な
国
に
な
る
に
は
子
ど
も

を
し
っ
か
り
育
て
る
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
だ
か
ら
黒
木
さ
ん
の
よ
う

な
方
が
表
彰
さ
れ
た
こ
と
が
う
れ
し
か
っ
た
。
余
談
に
な
る
が
私
は
房
総
半

島
の
真
ん
中
に
「
土
壁
の
家
」
を
造
る
計
画
だ
。
そ
の
家
が
出
来
た
ら
「
子

ど
も
本
読
み
ク
ラ
ブ
」
を
作
っ
て
ア
ニ
マ
シ
オ
ン
を
実
践
す
る
の
が
夢
だ
。 

 

４
０
年
間
の
社
会
貢
献
表
彰
の
記
録
を
読
む
と
、
当
初
は
や
は
り
戦
後
日

本
を
支
え
た
人
々
が
多
く
表
彰
さ
れ
て
い
る
。
戦
災
孤
児
を
引
き
取
っ
て
里

親
に
な
っ
た
人
や
、
戦
後
の
混
乱
か
ら
く
る
貧
し
い
暮
ら
し
の
中
で
の
助
け

合
う
人
々
。
民
生
委
員
や
保
護
司
の
活
躍
も
目
立
つ
。
水
難
、
火
災
な
ど
で

も
消
防
団
員
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
人
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
は
た

し
て
い
る
。 

小
さ
な
集
落
で
福
祉
、
青
少
年
の
育
成
、
環
境
保
全
か
ら
防
犯
ま
で
住
民

が
協
力
し
あ
っ
て
お
り
、
人
々
の
絆
の
強
さ
が
地
域
社
会
を
支
え
て
い
る
。 

ま
た
警
察
官
、
消
防
士
、
保
健
婦
、
駅
員
、
バ
ス
運
転
士
、
灯
台
守
、
郵

便
配
達
員
ら
が
一
生
を
貫
く
仕
事
と
し
て
誇
り
を
持
っ
て
働
き
、
地
域
に
溶

け
込
ん
で
い
る
の
が
特
徴
的
だ
。 

今
、
日
本
で
は
村
や
町
か
ら
若
者
が
都
会
に
出
て
、
高
齢
化
社
会
の
中
で

限
界
集
落
が
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
国
は
町
村
合
併
で
行
政
の
効
率
化
を
図

り
、
都
市
部
へ
の
人
口
集
中
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
も
は
や
過
疎
地
で
は

暮
ら
し
を
支
え
る
若
者
世
代
は
消
え
、
地
域
の
絆
も
壊
れ
始
め
て
い
る
の
が

実
情
だ
。 

高
度
経
済
成
長
で
豊
か
に
な
っ
た
は
ず
の
日
本
で
、
無
縁
社
会
化
が
進
行

し
、
老
人
の
孤
独
死
や
児
童
虐
待
な
ど
の
悲
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
ふ
れ
て
い

る
現
状
を
み
る
と
、
か
つ
て
の
人
々
が
支
え
合
っ
て
い
た
貧
し
い
時
代
の
方

が
幸
せ
だ
っ
た
と
思
え
て
く
る
。
今
一
度
、
絆
社
会
を
取
り
戻
す
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。 

平
成
１
１
年
度
の
表
彰
式
で
曽
野
綾
子
選
考
委
員
長
は
次
の
よ
う
に
述
べ

た
。 「

聖
書
の
”使
徒
行
伝
“
２
０
・
３
５
に
は
”受
け
る
よ
り
は
与
え
る
方
が

幸
い
で
あ
る
“
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
日
本
の
教
育
は
個
人
の
権

利
を
主
張
す
る
こ
と
だ
け
を
目
標
に
お
い
て
来
ま
し
た
。
損
に
な
る
こ
と
は

黙
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
戦
後
の
人
権
教
育
の
主
流
を
占
め
ま
し
た
。

し
か
し
損
に
な
る
こ
と
を
知
り
つ
つ
、
他
人
の
た
め
に
尽
く
せ
る
こ
と
こ

そ
、
人
間
の
魂
が
偉
大
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
」 

ま
た
曽
野
委
員
長
は
平
成
１
４
年
度
の
表
彰
式
で
は
「
日
本
も
世
界
全
体

も
今
、
む
ず
か
し
い
心
の
転
機
に
向
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
人

が
す
る
か
ら
い
い
こ
と
で
は
な
い
。
人
が
始
終
口
に
す
る
こ
と
だ
か
ら
正
し

い
わ
け
で
も
な
い
。
む
し
ろ
一
人
一
人
が
、
時
に
は
命
を
賭
け
て
個
人
の
美

学
を
全
う
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
」
と
挨
拶
し
た
。 

社
会
貢
献
支
援
財
団
は
「
み
ご
と
な
日
本
人
」
と
曽
野
委
員
長
が
心
の
中

で
呼
ん
で
い
る
人
々
を
探
し
出
し
、
そ
う
し
た
人
々
の
偉
大
な
魂
や
美
学
を

少
し
で
も
世
の
中
に
伝
え
る
た
め
こ
の
４
０
年
間
の
表
彰
を
継
続
し
て
き
た

と
感
じ
て
い
る
。
ど
の
年
度
の
記
録
集
に
も
「
み
ご
と
な
日
本
人
」
や
最
近

は
国
際
化
の
た
め
「
み
ご
と
な
外
国
人
」
も
載
っ
て
い
る
。
世
界
は
資
源
の

争
奪
や
人
口
移
動
、
気
候
変
動
な
ど
多
く
の
難
問
を
抱
え
て
い
る
が
、
い
つ

損
得
を
超
越
し
た
「
み
ご
と
な
人
々
」 

時
代
の
要
請
に
応
え
た
「
こ
ど
も
読
書
推
進
賞
」 
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 の
時
代
に
も
損
得
抜
き
に
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
や
り
ぬ
く
人
々
が
社
会
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
最
近
の
表
彰
事
例
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
に
取
り
組
む
人
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

中
央
ア
ジ
ア
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
停
戦
監
視
、
和
平
支
援
な
ど
の
「
国
連

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
監
視
団
」
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
秋
野
豊
さ
ん
（
昭
２
５
・

７
・
１
生
、
北
海
道
札
幌
市
）
は
平
成
１
０
年
７
月
２
０
日
、
山
岳
地
帯
で

移
動
中
に
反
政
府
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
て
殉
職
し
た
。
タ
ジ
ク
語
を
独
学
し
、

住
民
の
た
め
赤
痢
が
発
生
す
る
と
衛
生
環
境
改
善
に
奔
走
す
る
な
ど
「
ハ
ダ

シ
の
実
証
主
義
者
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
人
だ
っ
た
（
平
成
１
１
年
度
表
彰
）。 

医
師
の
徳
永
瑞
子
さ
ん
（
昭
２
３
・
１
・
２
５
生
、
東
京
都
北
区
）
は
１

９
７
１
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
何
度
も
行
き
、
医
療
活
動
を
行
い
、
１
９
９
３

年
に
は
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
首
都
に
「
ブ
エ
ラ
ブ
保
健
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
エ
イ
ズ
感
染
者
の
治
療
と
生
活
支
援
、
さ
ら
に
感
染
予
防
に
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
平
成
１
４
年
度
表
彰
）。 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
福
岡
市
）
は
、
代
表
の

大
谷
賢
二
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
行
中
に
手
足
の
な
い
人
、
目
の
見
え
な

い
人
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
平
成
１
０
年
か
ら
活

動
を
始
め
た
。
１
平
方
当
た
り
当
時
は
約
１
０
０
円
で
地
雷
原
を
き
れ
い
に

出
来
る
こ
と
が
分
か
り
「
こ
れ
な
ら
ば
小
学
生
で
も
支
援
で
き
る
で
は
な
い

か
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
地
雷
の
撤
去
の
他
、
被
災
者
の
救
済
活
動
も
行
っ

て
い
る
（
平
成
２
０
年
度
表
彰
）。 

４
０
年
の
節
目
を
越
え
て
時
代
が
要
請
す
る
「
み
ご
と
な
人
々
」
を
社
会

貢
献
支
援
財
団
は
表
彰
し
続
け
る
だ
ろ
う
。 

ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
（
ひ
と
し
ず
く
） 

平
成
２
２
年
度
の
社
会
貢
献
者
表
彰
式
典
（
１
１
月
１
６
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
）
に
参
列
し
て
い
て
、「
み
な
さ
ん

す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
お
ら
れ
る
」
と
感
じ
た
。
淡
々
と
な
す
べ
き
こ
と

を
し
て
い
る
人
の
顔
は
、
金
銭
慾
や
名
誉
慾
と
は
無
縁
だ
か
ら
脂
ぎ
っ
た
と

こ
ろ
が
な
い
。 

表
彰
状
を
受
け
る
時
は
や
や
照
れ
く
さ
そ
う
。
は
に
か
ん
だ
笑
顔
が
素
敵

だ
っ
た
。 

駅
前
の
乱
雑
に
置
か
れ
た
自
転
車
を
２
２
年
間
、
き
れ
い
に
整
理
し
て
い

る
前
橋
市
の
植
原
康
治
さ
ん
（
８
２
）
や
、
荒
れ
放
題
の
山
林
の
環
境
保
全

を
２
０
年
続
け
て
い
る
出
雲
市
の
山
崎
一
誠
さ
ん
（
７
４
）
ら
の
日
々
の
た

ゆ
ま
ぬ
活
動
が
、
社
会
を
支
え
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
壇
上
を
見
上
げ
て
い

た
。 そ

し
て
こ
の
日
、
表
彰
さ
れ
た
川
原
尚
行
さ
ん
（
４
５
）
が
受
賞
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。
川
原
さ
ん
は
ス
ー
ダ
ン
に
日
本
大
使
館
医
務
官
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
時
、
た
く
さ
ん
の
子
供
が
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
で
亡
く

な
る
の
に
診
療
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
外
務
省
を
辞
め
て
、
ス
ー
ダ
ン
で

の
医
療
活
動
に
邁
進
し
た
人
だ
。
新
聞
で
大
き
く
そ
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、「
何
て
素
晴
ら
し
い
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
感
激
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
川
原
さ
ん
か
ら
ど
ん
な
言
葉
が
飛
び
出
し
て
く
る

の
か
期
待
し
た
。 

川
原
さ
ん
は
「
辞
め
た
こ
と
で
外
務
省
を
批
判
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
批
判
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
」
と
、
批
判
で
は
な
く
自
分
の
思
い

で
ス
ー
ダ
ン
で
の
診
療
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。 

駅
前
の
自
転
車
置
き
場
の
乱
雑
さ
に
あ
き
れ
、
山
林
が
荒
れ
て
い
る
の
に

憤
る
が
、
何
も
し
な
い
の
が
私
を
含
め
た
ご
く
普
通
の
人
だ
。
し
か
し
た
だ

批
判
す
る
だ
け
の
精
神
構
造
と
無
縁
な
の
が
植
原
さ
ん
や
山
崎
さ
ん
ら
で
、

川
原
さ
ん
も
同
じ
心
を
持
っ
て
い
た
。 

川
原
さ
ん
は
「
あ
な
た
の
活
動
は
“
ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
”
と
い
う
話
に
似
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 の
時
代
に
も
損
得
抜
き
に
自
分
が
す
べ
き
こ
と
を
や
り
ぬ
く
人
々
が
社
会
を

支
え
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
最
近
の
表
彰
事
例
は
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
に
取
り
組
む
人
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。 

中
央
ア
ジ
ア
・
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
で
停
戦
監
視
、
和
平
支
援
な
ど
の
「
国
連

タ
ジ
キ
ス
タ
ン
監
視
団
」
の
活
動
に
参
加
し
て
い
た
秋
野
豊
さ
ん
（
昭
２
５
・

７
・
１
生
、
北
海
道
札
幌
市
）
は
平
成
１
０
年
７
月
２
０
日
、
山
岳
地
帯
で

移
動
中
に
反
政
府
勢
力
に
銃
撃
さ
れ
て
殉
職
し
た
。
タ
ジ
ク
語
を
独
学
し
、

住
民
の
た
め
赤
痢
が
発
生
す
る
と
衛
生
環
境
改
善
に
奔
走
す
る
な
ど
「
ハ
ダ

シ
の
実
証
主
義
者
」
と
し
て
尊
敬
さ
れ
た
人
だ
っ
た
（
平
成
１
１
年
度
表
彰
）。 

医
師
の
徳
永
瑞
子
さ
ん
（
昭
２
３
・
１
・
２
５
生
、
東
京
都
北
区
）
は
１

９
７
１
年
か
ら
ア
フ
リ
カ
に
何
度
も
行
き
、
医
療
活
動
を
行
い
、
１
９
９
３

年
に
は
中
央
ア
フ
リ
カ
共
和
国
の
首
都
に
「
ブ
エ
ラ
ブ
保
健
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
、
エ
イ
ズ
感
染
者
の
治
療
と
生
活
支
援
、
さ
ら
に
感
染
予
防
に
献
身

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
平
成
１
４
年
度
表
彰
）。 

Ｎ
Ｇ
Ｏ
カ
ン
ボ
ジ
ア
地
雷
撤
去
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
福
岡
市
）
は
、
代
表
の

大
谷
賢
二
さ
ん
が
カ
ン
ボ
ジ
ア
を
旅
行
中
に
手
足
の
な
い
人
、
目
の
見
え
な

い
人
が
あ
ま
り
に
も
多
い
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
て
平
成
１
０
年
か
ら
活

動
を
始
め
た
。
１
平
方
当
た
り
当
時
は
約
１
０
０
円
で
地
雷
原
を
き
れ
い
に

出
来
る
こ
と
が
分
か
り
「
こ
れ
な
ら
ば
小
学
生
で
も
支
援
で
き
る
で
は
な
い

か
」
と
思
っ
た
と
い
う
。
地
雷
の
撤
去
の
他
、
被
災
者
の
救
済
活
動
も
行
っ

て
い
る
（
平
成
２
０
年
度
表
彰
）。 

４
０
年
の
節
目
を
越
え
て
時
代
が
要
請
す
る
「
み
ご
と
な
人
々
」
を
社
会

貢
献
支
援
財
団
は
表
彰
し
続
け
る
だ
ろ
う
。 

ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
（
ひ
と
し
ず
く
） 

「
手
本
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
」 

社
会
貢
献
者
表
彰
の
記
録
を
見
て
い
る
と
、
会
長
、
役
員
、
選
考
委
員
は

ど
ん
ど
ん
交
代
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃
殿
下
は
３
９
年

間
に
亘
っ
て
表
彰
式
に
ご
臨
席
さ
れ
て
い
る
。
実
は
こ
れ
は
大
変
な
こ
と
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
毎
年
の
ご
予
定
に
こ
の
表
彰
式
を
入
れ
て
く
だ
さ
り
、

別
の
予
定
よ
り
、
優
先
し
続
け
て
く
だ
さ
っ
た
の
だ
。 

私
は
宮
内
庁
担
当
記
者
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
皇
族
方
に
随
行
し
て
い

て
「
大
変
な
お
仕
事
だ
な
」
と
思
う
こ
と
が
多
か
っ
た
。
一
端
、
外
に
出
ら

れ
た
ら
沢
山
の
人
々
の
注
目
を
浴
び
る
が
、
け
し
て
無
視
は
さ
れ
な
い
。
手

を
振
ら
れ
た
り
、
会
釈
さ
れ
た
り
を
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
の
だ
。
し
か
も
偉

い
人
で
あ
ろ
う
と
、
一
般
の
人
で
あ
ろ
う
と
ま
っ
た
く
同
じ
態
度
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
車
イ
ス
の
人
や
お
年
寄
り
に
は
近
寄
っ
て
声
を
か
け
る
な
ど
優

し
い
。
つ
ま
り
公
平
で
思
い
や
り
が
あ
る
の
だ
。 

日
本
人
は
そ
う
し
た
皇
族
の
存
在
を
肌
で
感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
表

彰
式
に
宮
様
が
現
れ
る
と
、
会
場
が
と
て
も
良
い
感
じ
に
引
き
締
ま
り
、
多

く
の
顔
が
幸
せ
そ
う
に
輝
く
。
社
会
貢
献
表
彰
式
典
は
常
陸
宮
様
と
華
子
妃

殿
下
の
ご
臨
席
で
と
て
も
良
い
雰
囲
気
で
続
い
て
き
た
。 

ご
臨
席
は
３
９
年
間
で
終
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
沢
山
の
公
務
を
整
理

さ
れ
る
の
に
伴
う
こ
と
だ
か
ら
已
む
を
得
な
い
し
、
た
だ
た
だ
こ
れ
ま
で
の

ご
臨
席
を
感
謝
し
た
い
。 

平
成
２
１
年
度
の
宮
様
の
お
言
葉
は
「
皆
さ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
一
層
活 

平
成
２
２
年
度
の
社
会
貢
献
者
表
彰
式
典
（
１
１
月
１
６
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
イ

ン
タ
ー
コ
ン
チ
ネ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
東
京
）
に
参
列
し
て
い
て
、「
み
な
さ
ん

す
が
す
が
し
い
顔
を
し
て
お
ら
れ
る
」
と
感
じ
た
。
淡
々
と
な
す
べ
き
こ
と

を
し
て
い
る
人
の
顔
は
、
金
銭
慾
や
名
誉
慾
と
は
無
縁
だ
か
ら
脂
ぎ
っ
た
と

こ
ろ
が
な
い
。 

表
彰
状
を
受
け
る
時
は
や
や
照
れ
く
さ
そ
う
。
は
に
か
ん
だ
笑
顔
が
素
敵

だ
っ
た
。 

駅
前
の
乱
雑
に
置
か
れ
た
自
転
車
を
２
２
年
間
、
き
れ
い
に
整
理
し
て
い

る
前
橋
市
の
植
原
康
治
さ
ん
（
８
２
）
や
、
荒
れ
放
題
の
山
林
の
環
境
保
全

を
２
０
年
続
け
て
い
る
出
雲
市
の
山
崎
一
誠
さ
ん
（
７
４
）
ら
の
日
々
の
た

ゆ
ま
ぬ
活
動
が
、
社
会
を
支
え
て
い
る
と
思
い
な
が
ら
壇
上
を
見
上
げ
て
い

た
。 そ

し
て
こ
の
日
、
表
彰
さ
れ
た
川
原
尚
行
さ
ん
（
４
５
）
が
受
賞
者
を
代

表
し
て
あ
い
さ
つ
し
た
。
川
原
さ
ん
は
ス
ー
ダ
ン
に
日
本
大
使
館
医
務
官
と

し
て
勤
務
し
て
い
た
時
、
た
く
さ
ん
の
子
供
が
マ
ラ
リ
ア
や
コ
レ
ラ
で
亡
く

な
る
の
に
診
療
が
許
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
外
務
省
を
辞
め
て
、
ス
ー
ダ
ン
で

の
医
療
活
動
に
邁
進
し
た
人
だ
。
新
聞
で
大
き
く
そ
の
活
動
が
報
じ
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
あ
り
、「
何
て
素
晴
ら
し
い
人
が
い
る
の
だ
ろ
う
」
と
感
激
し

た
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、
川
原
さ
ん
か
ら
ど
ん
な
言
葉
が
飛
び
出
し
て
く
る

の
か
期
待
し
た
。 

川
原
さ
ん
は
「
辞
め
た
こ
と
で
外
務
省
を
批
判
す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
批
判
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
」
と
、
批
判
で
は
な
く
自
分
の
思
い

で
ス
ー
ダ
ン
で
の
診
療
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。 

駅
前
の
自
転
車
置
き
場
の
乱
雑
さ
に
あ
き
れ
、
山
林
が
荒
れ
て
い
る
の
に

憤
る
が
、
何
も
し
な
い
の
が
私
を
含
め
た
ご
く
普
通
の
人
だ
。
し
か
し
た
だ

批
判
す
る
だ
け
の
精
神
構
造
と
無
縁
な
の
が
植
原
さ
ん
や
山
崎
さ
ん
ら
で
、

川
原
さ
ん
も
同
じ
心
を
持
っ
て
い
た
。 

川
原
さ
ん
は
「
あ
な
た
の
活
動
は
“
ハ
チ
ド
リ
の
一
滴
”
と
い
う
話
に
似

て
い
る
と
人
に
言
わ
れ
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
」
と
話
を
続
け
た
。「
ハ
チ

ド
リ
の
一
滴
」
は
私
も
大
好
き
な
話
だ
。
５
年
ほ
ど
前
に
娘
か
ら
も
ら
っ
た

本
を
今
も
大
事
に
持
っ
て
い
る
が
、
こ
ん
な
話
だ
。 

山
火
事
が
起
き
て
森
の
動
物
た
ち
は
必
死
に
遠
く
に
逃
げ
延
び
た
。
す
る

と
一
羽
の
ハ
チ
ド
リ
が
そ
の
小
さ
な
く
ち
ば
し
に
水
滴
を
た
め
て
山
火
事
の

現
場
に
飛
ん
で
た
ら
し
て
い
る
で
は
な
い
か
。
沢
山
の
動
物
た
ち
が
「
何
て

無
駄
な
こ
と
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
ハ
チ
ド
リ
を
笑
っ
た
。
す
る
と
ハ
チ
ド

リ
は
「
僕
は
僕
の
出
来
る
こ
と
を
や
っ
て
い
る
だ
け
で
す
」
と
言
い
、
何
度

も
何
度
も
火
事
の
現
場
と
泉
を
往
復
し
て
い
た
。 

川
原
さ
ん
は
「
ハ
チ
ド
リ
の
よ
う
に
僕
も
自
分
な
り
に
や
れ
ば
い
い
の
か

な
」
と
思
っ
て
ス
ー
ダ
ン
で
の
活
動
を
続
け
て
い
る
と
語
り
、「
今
後
も
一

滴
の
水
を
た
ら
し
続
け
て
い
こ
う
か
な
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
述
べ
て
あ
い

さ
つ
を
締
め
く
く
っ
た
。 

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
川
原
さ
ん
と
会
っ
て
、「
あ
の
話
は
何
万
羽
も
の
鳥
が

ハ
チ
ド
リ
に
な
ら
っ
て
水
滴
を
運
ん
で
山
火
事
を
消
し
た
ん
で
す
よ
ね
」
と

言
う
と
、
川
原
さ
ん
は
「
そ
う
な
ん
で
す
よ
」
と
う
れ
し
そ
う
に
笑
っ
た
。

が
っ
し
り
し
た
体
格
の
川
原
さ
ん
は
身
体
全
体
か
ら
プ
ラ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

ほ
と
ば
し
っ
て
い
る
よ
う
な
前
向
き
の
明
る
い
人
だ
っ
た
。
握
手
し
た
手
は

肉
厚
で
頼
り
が
い
が
あ
っ
た
。
あ
い
さ
つ
で
川
原
さ
ん
は
、
ハ
チ
ド
リ
に
触

発
さ
れ
た
沢
山
の
鳥
が
火
を
消
し
止
め
た
と
い
う
お
話
の
後
段
に
触
れ
な
か
っ

た
。
世
の
中
は
、
な
か
な
か
お
話
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
と
い
う
現
実
が
あ

る
か
ら
あ
え
て
後
段
に
触
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

表
彰
選
考
委
員
を
代
表
し
て
脚
本
家
の
内
館
牧
子
さ
ん
が
「
今
年
は
と
く

に
暗
い
事
件
が
多
か
っ
た
。
日
本
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
と
思
う
。
そ
う
し
た

中
で
皆
さ
ん
に
は
私
た
ち
の
方
が
励
ま
さ
れ
る
。
日
本
も
日
本
人
も
捨
て
た

も
の
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
。 

４
０
周
年
を
迎
え
た
社
会
貢
献
者
表
彰
は
内
館
さ
ん
が
言
わ
れ
た
よ
う
に

「
と
っ
さ
に
身
体
が
動
い
た
」「
放
っ
て
は
お
け
な
い
」
と
損
得
を
抜
き
に
社

会
に
貢
献
し
た
人
々
を
表
彰
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
た
と
え
そ
れ
が
ハ
チ
ド
リ

の
一
滴
で
あ
ろ
う
と
、
そ
れ
に
気
が
つ
く
こ
と
が
何
か
素
晴
ら
し
い
こ
と
の

連
鎖
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
。 
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躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
立
派
な
行
い
を
手
本

と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
少
し
で
も
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
。 

「
手
本
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
」
と
い
う
お
言
葉
を
、
３
９
年
間
の

ご
臨
席
の
記
憶
と
と
も
に
今
後
ず
っ
と
胆
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。 さ

て
常
陸
宮
華
子
妃
殿
下
の
父
、
津
軽
義
孝
氏
と
の
運
命
的
な
出
会
い
で

日
本
に
来
た
ロ
シ
ア
人
が
平
成
１
９
年
度
に
社
会
貢
献
者
表
彰
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ビ
ッ
チ
・
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
（
大
１
３
・

３
・
５
生
）
は
、
東
京
・
六
本
木
に
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
開
設
し
、
５
０
年
以
上
に
わ
た
り
来
日
外
国
人
や
在
日
外
国
人
を
診

療
し
「
六
本
木
の
赤
ひ
げ
先
生
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
マ
ド
ン
ナ
、
マ
イ

ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
か
ら
各
国
大
統
領
ま
で
様
々
な
人
を
治
療
し
て
い
る
が
、

貧
し
い
患
者
は
無
料
で
診
察
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
費
の
支
援
も

行
う
。「
人
間
は
ど
ん
な
人
に
も
治
療
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
語
り
、

「
病
気
以
外
に
つ
い
て
患
者
に
聞
く
権
利
が
な
い
」
と
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国

人
登
録
証
明
書
の
提
示
は
求
め
な
い
。 

ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
父
は
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、
白
軍
の

将
校
と
し
て
赤
軍
と
シ
ベ
リ
ア
で
戦
い
、
敗
れ
て
ハ
ル
ビ
ン
に
亡
命
。
追
い

か
け
て
亡
命
し
て
き
た
母
と
の
間
に
１
９
２
４
年
、
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん

は
生
ま
れ
た
。
１
９
３
２
年
に
満
州
国
が
樹
立
さ
れ
、
建
国
１
０
周
年
で
視

察
に
来
た
津
軽
義
孝
氏
と
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
は
知
り
合
い
意
気
投
合
し

た
。
医
者
に
な
り
た
か
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
が
１
９
４
３
年
に
日
本

に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
津
軽
氏
の
強
い
勧
め
と
助
力
が
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
が
、
二
人
の
親
交
は
１
９
９
４
年
に
津
軽
氏
が
亡
く
な
る
ま
で
続

い
た
。 

津
軽
氏
が
満
州
で
通
訳
を
し
た
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
に
ド
イ
ツ
軍
に
占

領
さ
れ
て
い
た
パ
リ
の
代
わ
り
に
日
本
に
医
学
留
学
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の

だ
が
、「
私
が
面
倒
を
見
ま
す
」
と
い
う
約
束
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
た
か
ら
ア

ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
日
本
で
の
人
生
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。 

そ
の
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
表
彰
に
津
軽
氏
の
娘
で
あ
る
華
子
妃
殿
下

が
ご
臨
席
だ
っ
た
の
も
何
か
の
ご
縁
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
表
彰
式
の

後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
私
は
毎
日
新
聞
社
の
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
な
ど
を
務
め

た
飯
島
一
孝
さ
ん
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
。
聞
け
ば
戦
後
史
を
取
材
す
る

た
め
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
、「
六
本
木
の
赤
ひ

げ
」
と
い
う
本
（
集
英
社
）
を
出
し
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。
こ
の
本
に
は
ス

パ
イ
扱
い
ま
で
さ
れ
た
ロ
シ
ア
人
医
師
の
波
乱
万
丈
の
戦
中
、
戦
後
の
生
き

ざ
ま
が
詳
し
い
が
、
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
医
師
と
し
て
の
志
が
一
貫
し

て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
。 

さ
て
も
う
一
つ
皇
室
絡
み
の
特
筆
す
べ
き
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
平
成
１

６
年
度
の
社
会
貢
献
表
彰
を
受
け
た
藤
岡
博
昭
さ
ん
（
昭
２
・
１
０
・
１
８

生
、
岡
山
県
吉
備
郡
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

藤
岡
さ
ん
は
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
だ
っ
た
が
、
知
的
障
害
の

教
え
子
が
不
況
時
に
真
っ
先
に
解
雇
の
対
象
に
な
る
た
め
「
バ
カ
に
さ
れ

ず
、
安
心
し
て
働
け
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
「
た
け
の
こ
村
建
設
２
０
年
構

想
」
を
作
成
し
た
。
１
９
７
６
年
に
教
職
を
辞
し
、
退
職
金
と
私
財
で
吉
備

郡
の
山
麓
４
町
歩
の
土
地
に
入
植
し
た
。
公
的
資
金
は
受
け
ず
知
的
障
害
児

の
社
会
的
自
立
を
目
指
す
村
作
り
だ
っ
た
。
ラ
ン
プ
と
山
水
の
貧
乏
生
活
に

耐
え
、
農
耕
を
中
心
と
し
た
自
給
自
足
を
実
現
す
る
一
方
、
備
前
焼
や
埴
輪

制
作
を
マ
ス
タ
ー
し
て
経
済
的
自
立
を
目
指
し
た
。 

１
９
７
１
年
、
ま
だ
藤
岡
さ
ん
が
「
た
け
の
こ
学
級
」
の
担
任
だ
っ
た
こ

ろ
、
生
徒
た
ち
が
偶
然
２
回
も
皇
室
ア
ル
バ
ム
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見

た
。
藤
岡
さ
ん
の
著
書
「
や
っ
た
ら
で
き
た
」
と
い
う
本
（
講
談
社
）
に
よ
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躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
の
立
派
な
行
い
を
手
本

と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
、
少
し
で
も
世
の
た
め
人
の
た
め
に
尽
く
し
た

い
も
の
で
あ
り
ま
す
」
と
締
め
く
く
ら
れ
て
い
た
。 

「
手
本
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
も
ま
た
」
と
い
う
お
言
葉
を
、
３
９
年
間
の

ご
臨
席
の
記
憶
と
と
も
に
今
後
ず
っ
と
胆
に
銘
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

う
。 さ

て
常
陸
宮
華
子
妃
殿
下
の
父
、
津
軽
義
孝
氏
と
の
運
命
的
な
出
会
い
で

日
本
に
来
た
ロ
シ
ア
人
が
平
成
１
９
年
度
に
社
会
貢
献
者
表
彰
を
受
け
て
い

る
こ
と
を
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。 

エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
ニ
コ
ラ
エ
ビ
ッ
チ
・
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
（
大
１
３
・

３
・
５
生
）
は
、
東
京
・
六
本
木
に
「
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ク
リ
ニ
ッ

ク
」
を
開
設
し
、
５
０
年
以
上
に
わ
た
り
来
日
外
国
人
や
在
日
外
国
人
を
診

療
し
「
六
本
木
の
赤
ひ
げ
先
生
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
マ
ド
ン
ナ
、
マ
イ

ケ
ル
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
か
ら
各
国
大
統
領
ま
で
様
々
な
人
を
治
療
し
て
い
る
が
、

貧
し
い
患
者
は
無
料
で
診
察
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
活
費
の
支
援
も

行
う
。「
人
間
は
ど
ん
な
人
に
も
治
療
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
語
り
、

「
病
気
以
外
に
つ
い
て
患
者
に
聞
く
権
利
が
な
い
」
と
パ
ス
ポ
ー
ト
や
外
国

人
登
録
証
明
書
の
提
示
は
求
め
な
い
。 

ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
父
は
１
９
１
７
年
の
ロ
シ
ア
革
命
後
、
白
軍
の

将
校
と
し
て
赤
軍
と
シ
ベ
リ
ア
で
戦
い
、
敗
れ
て
ハ
ル
ビ
ン
に
亡
命
。
追
い

か
け
て
亡
命
し
て
き
た
母
と
の
間
に
１
９
２
４
年
、
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん

は
生
ま
れ
た
。
１
９
３
２
年
に
満
州
国
が
樹
立
さ
れ
、
建
国
１
０
周
年
で
視

察
に
来
た
津
軽
義
孝
氏
と
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
は
知
り
合
い
意
気
投
合
し

た
。
医
者
に
な
り
た
か
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
が
１
９
４
３
年
に
日
本

に
留
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
津
軽
氏
の
強
い
勧
め
と
助
力
が
あ
っ
た
か

ら
だ
っ
た
が
、
二
人
の
親
交
は
１
９
９
４
年
に
津
軽
氏
が
亡
く
な
る
ま
で
続

い
た
。 

津
軽
氏
が
満
州
で
通
訳
を
し
た
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
に
ド
イ
ツ
軍
に
占

領
さ
れ
て
い
た
パ
リ
の
代
わ
り
に
日
本
に
医
学
留
学
す
る
よ
う
に
勧
め
た
の

だ
が
、「
私
が
面
倒
を
見
ま
す
」
と
い
う
約
束
を
ち
ゃ
ん
と
守
っ
た
か
ら
ア

ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
日
本
で
の
人
生
が
始
ま
っ
た
の
だ
っ
た
。 

そ
の
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
表
彰
に
津
軽
氏
の
娘
で
あ
る
華
子
妃
殿
下

が
ご
臨
席
だ
っ
た
の
も
何
か
の
ご
縁
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
表
彰
式
の

後
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
で
私
は
毎
日
新
聞
社
の
モ
ス
ク
ワ
支
局
長
な
ど
を
務
め

た
飯
島
一
孝
さ
ん
に
ば
っ
た
り
出
く
わ
し
た
。
聞
け
ば
戦
後
史
を
取
材
す
る

た
め
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
続
け
、「
六
本
木
の
赤
ひ

げ
」
と
い
う
本
（
集
英
社
）
を
出
し
た
ば
か
り
だ
と
い
う
。
こ
の
本
に
は
ス

パ
イ
扱
い
ま
で
さ
れ
た
ロ
シ
ア
人
医
師
の
波
乱
万
丈
の
戦
中
、
戦
後
の
生
き

ざ
ま
が
詳
し
い
が
、
ア
ク
シ
ョ
ー
ノ
フ
さ
ん
の
医
師
と
し
て
の
志
が
一
貫
し

て
い
る
こ
と
が
良
く
分
か
る
。 

さ
て
も
う
一
つ
皇
室
絡
み
の
特
筆
す
べ
き
事
例
を
紹
介
し
た
い
。
平
成
１

６
年
度
の
社
会
貢
献
表
彰
を
受
け
た
藤
岡
博
昭
さ
ん
（
昭
２
・
１
０
・
１
８

生
、
岡
山
県
吉
備
郡
）
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
。 

藤
岡
さ
ん
は
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
の
担
任
だ
っ
た
が
、
知
的
障
害
の

教
え
子
が
不
況
時
に
真
っ
先
に
解
雇
の
対
象
に
な
る
た
め
「
バ
カ
に
さ
れ

ず
、
安
心
し
て
働
け
る
場
所
が
欲
し
い
」
と
「
た
け
の
こ
村
建
設
２
０
年
構

想
」
を
作
成
し
た
。
１
９
７
６
年
に
教
職
を
辞
し
、
退
職
金
と
私
財
で
吉
備

郡
の
山
麓
４
町
歩
の
土
地
に
入
植
し
た
。
公
的
資
金
は
受
け
ず
知
的
障
害
児

の
社
会
的
自
立
を
目
指
す
村
作
り
だ
っ
た
。
ラ
ン
プ
と
山
水
の
貧
乏
生
活
に

耐
え
、
農
耕
を
中
心
と
し
た
自
給
自
足
を
実
現
す
る
一
方
、
備
前
焼
や
埴
輪

制
作
を
マ
ス
タ
ー
し
て
経
済
的
自
立
を
目
指
し
た
。 

１
９
７
１
年
、
ま
だ
藤
岡
さ
ん
が
「
た
け
の
こ
学
級
」
の
担
任
だ
っ
た
こ

ろ
、
生
徒
た
ち
が
偶
然
２
回
も
皇
室
ア
ル
バ
ム
と
い
う
テ
レ
ビ
番
組
を
見

た
。
藤
岡
さ
ん
の
著
書
「
や
っ
た
ら
で
き
た
」
と
い
う
本
（
講
談
社
）
に
よ

る
と
、
１
回
目
の
番
組
（
浩
宮
さ
ま
が
、
り
り
し
い
乗
馬
姿
で
に
こ
や
か
に

乗
馬
を
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
と
、
白
バ
イ
の
先
導
で
あ
る
場
所
に
で
か
け
ら

れ
、
お
出
迎
え
の
人
た
ち
に
あ
い
さ
つ
を
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
）
を
み
て
、

生
徒
は
「
先
生
、
あ
の
子
は
誰
？
ど
う
し
て
、
あ
の
子
に
大
人
が
頭
を
下
げ

る
か
の
う
。
わ
か
ら
ん
の
う
」
な
ど
と
反
応
し
た
と
い
う
。 

２
回
目
に
見
た
番
組
（
浩
宮
さ
ま
が
は
に
わ
を
制
作
さ
れ
て
い
る
シ
ー
ン
）

に
は
生
徒
は
「
先
生
、
こ
の
前
に
テ
レ
ビ
に
出
て
い
た
子
が
、
は
に
わ
を
つ

く
っ
と
る
よ
」「
僕
た
ち
の
つ
く
っ
た
は
に
わ
を
送
っ
て
も
え
え
か
の
う
」

な
ど
と
親
近
感
を
持
っ
た
よ
う
だ
っ
た
と
い
う
。 

藤
岡
先
生
は
、
は
に
わ
を
送
る
と
い
う
生
徒
の
提
案
に
驚
き
戸
惑
っ
た
が
、

よ
う
や
く
や
れ
ば
で
き
る
と
い
う
自
信
め
い
た
も
の
が
芽
生
え
て
き
た
と
こ

ろ
だ
っ
た
の
で
、
実
現
に
動
い
た
。 

「
　は
い
け
い
　
ひ
ろ
の
み
や
さ
ま
　 

ぼ
く
ら
は
、
テ
レ
ビ
で
み
ま
し
た
。
さ
い
し
ょ
は
、
う
ま
に
の
っ
て
、
い

ば
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
か
っ
こ
い
い
し
ろ
バ
イ
は
、

よ
か
っ
た
で
す
。
ぼ
く
ら
の
は
に
わ
づ
く
り
は
、
に
っ
ぽ
ん
一
で
す
。
だ
か

ら
、
は
に
わ
を
お
く
り
ま
す
。
こ
の
は
に
わ
は
、
か
た
よ
ろ
い
ぶ
じ
ん
で
す
。 

そ
れ
に
、
ぼ
く
ら
も
、
ガ
リ
ば
ん
で
、
た
け
の
こ
し
ん
ぶ
ん
を
つ
く
っ
て

い
ま
す
。
け
ん
ど
う
も
、
せ
ん
せ
い
が
お
し
え
て
く
れ
ま
す
。
　
と
も
だ
ち

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
　
さ
よ
う
な
ら
」 

こ
ん
な
手
紙
つ
き
で
躊
躇
す
る
運
送
屋
さ
ん
に
頼
み
こ
ん
で
皇
居
の
二
重

橋
の
門
衛
の
と
こ
ろ
ま
で
生
徒
た
ち
の
は
に
わ
は
運
ば
れ
た
。
届
い
た
か
ど

う
か
も
確
認
が
出
来
な
い
ま
ま
約
１
年
が
過
ぎ
た
１
９
７
２
年
５
月
、
突
然

「
東
宮
御
所
に
お
招
き
し
た
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
た
。
藤
岡
さ

ん
は
全
身
が
ガ
ク
ガ
ク
と
震
え
て
止
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。 

生
徒
と
藤
岡
さ
ん
は
皇
太
子
ご
夫
妻
と
浩
宮
さ
ま
に
お
会
い
し
、
そ
の
時

以
来
、
交
流
が
続
い
て
い
る
。
藤
岡
さ
ん
が
吉
川
英
治
文
化
賞
を
受
賞
し
た

時
は
お
祝
い
の
夕
食
会
に
招
い
て
く
だ
さ
り
、「
た
け
の
こ
村
」
が
開
村
し

た
時
に
は
「
日
本
の
福
祉
の
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し
て
育
つ
こ
と
を
希
望
す
る
」

と
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
お
祝
い
の
カ
キ
、
ク
リ
、
ナ
シ
な
ど
果
樹
の
苗
木

１
５
本
と
も
に
届
け
ら
れ
た
。
備
前
焼
の
穴
窯
の
火
入
れ
式
に
は
「
た
け
の

こ
村
は
、
太
陽
の
村
だ
か
ら
、
太
陽
の
火
を
初
窯
の
火
に
し
た
ら
よ
い
」
と
、

太
陽
か
ら
レ
ン
ズ
で
採
火
し
た
火
を
く
だ
さ
っ
た
の
だ
っ
た
。 

「
た
け
の
こ
村
」
は
、
活
動
の
場
を
岡
山
県
の
倉
敷
市
に
移
し
、「
太
陽
の

火
」
を
希
望
と
勇
気
の
灯
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
が
、
日
本
の
皇
族
は
「
国

民
の
幸
福
と
平
和
を
願
わ
れ
、
特
に
障
害
者
の
人
た
ち
へ
の
深
い
ご
関
心
と

暖
か
い
お
心
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
」（
藤
岡
）
の
だ
。
常
陸
宮
殿
下
、
同
妃

殿
下
の
３
９
年
と
い
う
長
期
間
に
亘
る
表
彰
式
へ
の
ご
臨
席
は
そ
う
し
た
精

神
の
体
現
で
あ
っ
た
と
思
う
。 

「
ナ
ゼ
社
会
部
記
者
の
こ
ろ
、
こ
う
し
た
社
会
を
支
え
て
い
る
人
々
の
こ

と
を
も
っ
と
書
か
な
か
っ
た
の
か
」
と
読
み
な
が
ら
考
え
た
。
多
分
、
悪
人

が
起
こ
す
事
件
の
方
が
「
驚
き
」
が
大
き
く
ニ
ュ
ー
ス
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
か

ら
と
い
う
の
が
答
え
だ
ろ
う
。 

確
か
に
殺
人
、
強
盗
、
放
火
、
脅
迫
な
ど
大
き
な
事
件
は
世
の
中
の
関
心
を

呼
ぶ
。
だ
が
本
当
は
警
察
の
捜
査
情
報
に
乗
っ
か
れ
ば
記
事
が
容
易
に
書
け

る
か
ら
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
新
聞
社
も
テ
レ
ビ
局
も
企

業
で
あ
る
以
上
、
取
材
の
効
率
（
経
済
性
）
を
求
め
る
。
簡
単
に
視
聴
率
が

稼
げ
、
当
局
の
権
威
に
依
存
で
き
る
事
件
に
報
道
が
集
中
す
る
の
は
そ
う
し

た
ビ
ジ
ネ
ス
上
の
理
由
も
あ
る
の
だ
。 

と
こ
ろ
が
地
道
に
ひ
た
む
き
に
社
会
貢
献
し
て
い
る
人
々
の
ド
ラ
マ
は
警

「
4
0
年
間
の
記
録
集
を
読
ん
で
み
て
」 
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１
９
４
４
年
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
社
会
学
科
卒
業
後
、
毎
日
新
聞

社
に
入
り
、
浅
間
山
荘
、
金
大
中
、
連
続
企
業
爆
破
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
、
慶
応

不
正
入
試
、
阪
神
大
震
災
、
オ
ウ
ム
真
理
教
事
件
な
ど
の
他
、
殺
人
事
件
の

捜
査
本
部
を
５
７
件
担
当
。 

ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
と
し
て
、
レ
ー
ガ
ン
、
ク
リ
ン
ト
ン
両
政
権
時
代
を

取
材
し
、
米
軍
の
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
、
中
米
紛
争
な
ど
戦
地
に
も
行
く
。
警
視

庁
キ
ャ
ッ
プ
、
ワ
シ
ン
ト
ン
支
局
長
、
社
会
部
長
な
ど
を
歴
任
。
事
業
担
当

常
務
を
２
０
０
６
年
に
退
任
す
る
。 

現
在
は
社
会
貢
献
支
援
財
団
評
議
員
の
他
、
食
の
安
心
安
全
財
団
理
事
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
日
本
ス
ポ
ー
ツ
芸
術
協
会
理
事
。
大
正
大
学
客
員
教
授
と
し
て
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
論
を
教
え
る
他
、
房
総
半
島
の
高
滝
湖
近
く
で
自
然
の
中
で
の
暮

ら
し
を
実
現
す
る
グ
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
伝
統
技
術
を
使
っ
た
山
村
住
宅

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

中
島
健
一
郎 
察
発
表
を
期
待
で
き
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
が
自
ら
の
足
で
探
さ
な
け
れ
ば
見
つ

け
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
だ
。
あ
ち
こ
ち
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
自
ら
の
見

識
で
「
み
ご
と
な
人
」
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
「
み
ご
と

な
人
」
は
謙
虚
で
派
手
な
宣
伝
と
は
無
縁
だ
か
ら
目
立
た
な
い
場
合
が
あ

る
。 ま

た
「
み
ご
と
な
人
」
を
ね
た
ん
で
悪
口
を
い
う
人
も
い
る
か
ら
、
そ
う

し
た
悪
意
も
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

社
会
貢
献
支
援
財
団
は
、
自
ら
の
責
任
で
「
み
ご
と
な
日
本
人
や
外
国
人
」

を
表
彰
し
て
き
た
。
人
の
嫌
が
る
し
尿
処
理
な
ど
の
仕
事
に
従
事
し
た
人
々

も
視
野
に
入
れ
て
表
彰
し
て
い
る
。
ま
た
特
に
最
近
は
各
方
面
か
ら
推
薦
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
財
団
職
員
が
現
地
に
飛
ん
で
調
査
す
る
と
い
う
現
場
主

義
を
貫
い
て
い
る
。 

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
二
人
の
学
者
が
、
す
ぐ
文
化
勲
章
も
受
章

し
た
。
ま
る
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
後
追
い
で
あ
る
。
私
は
お
二
人
は
文
化
勲
章

に
値
す
る
方
々
だ
と
思
う
か
ら
受
賞
そ
の
も
の
に
は
異
議
は
な
い
が
、
日
本

政
府
に
は
自
ら
の
責
任
で
文
化
勲
章
を
決
め
て
も
ら
い
た
か
っ
た
。
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
な
ら
文
句
は
出
な
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
安
易
な
決
め
方
が
気
に

食
わ
な
い
。
ノ
ー
ベ
ル
賞
委
員
会
は
大
変
な
経
費
を
か
け
て
自
ら
の
責
任
で

受
賞
者
を
決
め
る
か
ら
権
威
が
あ
る
の
だ
。 

余
談
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
社
会
貢
献
支
援
財
団
は
他
の
権
威
に
寄
り

掛
か
ら
ず
「
み
ご
と
な
人
」
を
探
し
出
し
表
彰
し
続
け
る
だ
ろ
う
、
と
思
う

し
、
私
が
か
つ
て
働
い
て
い
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
警
察
、
検
察
情
報
と
か
、

政
府
や
官
庁
、
大
企
業
か
ら
提
供
さ
れ
る
ネ
タ
に
頼
る
の
で
な
く
、
足
で
稼

い
で
発
掘
し
た
ニ
ュ
ー
ス
を
主
に
報
道
す
べ
き
だ
と
思
っ
た
の
だ
っ
た
。 
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